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令和８年３月定例会会議録  

 

 令和８年豊郷町議会３月定例会は、令和８年３月５日豊郷町役場内に招集された。  

 

 １、当日の出席議員は次のとおり  

             １ 番    長谷川 貴 康  

             ２ 番    西 山 一 男  

             ３ 番    井 上 喜美子  

             ４ 番    本 田 淸 春  

             ５ 番    辻󠄀 本   勇  

             ６ 番    中 島 政 幸  

             ７ 番    村 岸 善 一  

             ８ 番    前 田 広 幸  

             ９ 番    西 澤 博 一  

            １０ 番    鈴 木 勉 市  

            １１ 番    河 合   勇  

            １２ 番    今 村 恵美子  

 

 ２、当日の欠席議員は次のとおり  

               な     し  

 

 ３、地方自治法第１２１条の規定に基づき提案理由の説明のために出席を求めたる者は

次のとおり  

        町 長    伊 藤 定 勉  

        教 育 長    堤   清 司  

        総務課長兼企画振興課長    清 水 純一郎  

        税 務 課 長    山 田 篤 史  

        保 健 福 祉 課 長    辰 見 栄 子  

        医 療 保 険 課 長    小 西 直 美  

        住 民 生 活 課 長    森   ちあき  

        会 計 管 理 者     馬 場 貞 子  

        人 権 政 策 課 長    西 山 逸 範  

        地 域 整 備 課 長    山 田 裕 樹  

        産 業 振 興 課 長    岡 村 浩 孝  
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        上 下 水 道 課 長    中 山 圭 史  

        教 育 次 長    西 山 喜代史  

 

 ４、当日の会議に職務のため出席した者は次のとおり  

        議 会 事 務 局 長    森 本 智 宏  

        書 記    加 藤 咲希子  

 

 ５、提案された議案は次のとおり  

    議第 ３号  放棄した債権の報告について  

    議第 ４号  豊郷町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについて  

    議第 ５号  豊郷町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案  

    議第 ６号  豊郷町保健福祉基金条例等を廃止する条例案  

    議第 ７号  豊郷町使用料および加入金の徴収に関する条例の一部を改正する

条例案  

    議第 ８号  豊郷町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案  

    議第 ９号  豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条例

の一部を改正する条例案  

    議第１０号  豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案  

    議第１１号  豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案  

    議第１２号  豊郷町乳児等通園支援事業の設備および運営に関する基準を定め

る条例案  

    議第１３号  豊郷町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例案  

    議第１４号  豊郷町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例案  

    議第１５号  豊郷町放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例案  

    議第１６号  豊郷町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例案 

    議第１７号  町道路線の認定について 

    議第１８号  豊郷町布設工事監督者の配置基準および資格基準ならびに水道技

術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例案 

    議第１９号  令和７年度豊郷町一般会計補正予算（第７号） 

    議第２０号  令和７年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号） 
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    議第２１号  令和７年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）  

    議第２２号  令和７年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号） 

    議第２３号  令和７年度豊郷町水道事業会計補正予算（第５号） 

    議第２４号  令和７年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第４号）  

    議第２５号  令和８年度豊郷町一般会計予算 

    議第２６号  令和８年度豊郷町国民健康保険事業特別会計予算 

    議第２７号  令和８年度豊郷町介護保険事業特別会計予算 

    議第２８号  令和８年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計予算 

    議第２９号  令和８年度豊郷町水道事業会計予算 

    議第３０号  令和８年度豊郷町下水道事業会計予算 

    発議第１号  豊郷町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例案 

    請願第１号  「治安維持法犠牲者国家賠償法」（仮称）の制定を求める請願 

    発議第２号  議員派遣の件 
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中島議長  それでは、皆さん、おはようございます。定刻より少し早いですが、これより

令和８年３月第１回豊郷町議会定例会を開会いたします。  

 ただいまの出席議員は１２名で、議会開会定足数に達しております。よって、

第１回定例会は成立いたしました。  

 本日の会議を開きます。  

 （午前８時５９分）  

 最初に留意事項をご説明いたします。会議規則に基づき、規則を遵守願います。

お手元の携帯電話の電源をお切りになるか、マナーモードに切り替えていただ

きますようお願いいたします。また、会議中はみだりに発言し、騒ぎ、その他議

事の妨害となる言動をお慎みください。採決の際は、みだりに離席をしないよう

にお願いいたします。そうした中でも特にお願いをしておきたいことは、発言は

全て簡明にするものとし、議題以外にわたり、またはその範囲を超えた発言はさ

れませんようお願いいたします。会議規則の規定を尊重し、円滑なる議会の運営

にご協力のほどお願いいたします。なお、傍聴者の方につきましては、静かに傍

聴をしていただきますようお願いいたします。  

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

 会議録署名議員は議会規則第１２７条の規定により、１０番、鈴木勉市

君、１１番、河合勇君を指名いたします。  

 日程第２、会期決定の件を議題といたします。  

 お諮りいたします。  

 今期定例会の会期は本日から３月２３日までの１９日間といたしたいと思い

ます。  

 これにご異議ございませんか。  

議  員  異議なし。  

中島議長  ご異議なしと認めます。  

 よって、会期は本日より２３日までの１９日間と決しました。  

 日程第３、諸般の報告を行います。監査委員から地方自治法の規定により、令

和７年１０月分から令和７年１２月分の現金出納検査結果ならびに定期監査報

告が議会に提出されていますから、ご了承願います。  

 次に、地方自治体の規定により、本定例会の説明員として、お手元に配付の文

書のとおりあらかじめ出席を求めておきましたので、ご了承願います。  

 次に、議長公務、一部事務組合議会報告を行います。議長公務としての報告事

項ならびに一部事務組合議会の結果報告が提出されています。お手元に配付し

ているとおりですので、ご了承ください。  
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 続いて、委員会報告を行います。  

 西澤議会広報常任委員会委員長、報告をお願いいたします。  

西澤議会広報 

常任委員長  はい、議長。  

中島議長  西澤君。  

西澤議会広報 

常任委員長  皆さん、おはようございます。それでは、議会広報常任委員会の報告をさせて

いただきます。  

 議会広報は、新しいメンバーで議会だよりを作成することになりました。議会

の活動や決定事項を住民の皆様に分かりやすく伝え、議会と住民の対話、協働を

促すための広報誌です。２月の１８日に全国町村議会広報クリニックに広報委

員５名で研修に参加してまいりました。今回、第９９号のとよさと議会を発行す

るに当たり、４回の広報委員会を行い、各委員から、町民に拝読してもらうには、

様々な内容、特徴、工夫等の意見が出され、その中で意見交換をされた中で、

第９９号とよさと議会を２月２７日に発行することになりました。町民の皆様

に興味を持って読んでいただけるように頑張りたいと思っております。  

 以上、議会広報委員会報告でございます。  

 以上です。  

中島議長  ご苦労さまでした。これで諸般の報告を終わります。  

 日程第４、議第３号放棄した債権の報告についてを議題といたします。  

 町長より報告を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  皆さん、おはようございます。本日、令和８年第１回豊郷町議会定例会を招集

いたしましたところ、議員の皆様には公私何かとご多用の中ご参集を賜り、心よ

り厚く御礼申し上げます。また、皆さん方には平素より本町の行政運営に対しま

して、格別のご高配を賜っておりますこと重ねて厚く御礼申し上げます。  

 さて、本議会には報告１件、同意案件１件、条例制定１件、条例改正１１件、

条例廃止１件、令和７年度豊郷町一般会計、各特別会計及び各事業会計の補正予

算６件、令和８年度豊郷町一般会計、各特別会計及び各事業会計の当初予算６件、

その他案件１件の計２８件の議案を提案させていただいております。どうぞご

審議賜りますようよろしくお願い申し上げます。  

 それでは、議題３号放棄した債権の報告についてご説明申し上げます。  

 豊郷町債権の管理に関する条例第１０条第２号の規定により、徴収停止した
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債権について、徴収停止から３年が経過しましたが、債務者の所在が不明、相続

人不存在等により債権を徴収できる見込みがないため、同条例第１３条第７号

の規定により、公営住宅使用料１件、３万１ ,５００円、改良住宅使用料２件、３６

万７ ,０００円、新築資金貸付元利収入２件、６７３万３ ,４３８円、宅地資金貸

付元利収入２件、８７万８ ,３３３円を債権放棄しましたので、同条例第１５条

第１項の規定により議会に報告するものでございます。  

 どうぞよろしくお願い申し上げます。  

中島議長  これで報告が終わりました。  

今村議員  議長。 

中島議長  はい。  

今村議員  この報告についての質疑の発言の許可をお願いしたいと思いますが、進行に

関する許可を。  

中島議長  質疑なら結構です。どうぞやってください。  

今村議員  いいですか。 

中島議長  １２番、今村議員。  

今村議員  議第３号放棄した債権の報告についての質疑を行います。  

 全協の場で、この公営住宅使用料、改良住宅使用料、新築資金貸付元利収入、

宅地資金貸付元利収入の今回放棄する債権についての説明は受けましたが、ま

だ分かりかねることがあるので、その点について執行部の説明をお願いしたい

と思います。民法では、時効の発生というのは、税に関しては５年間が時効抹消

のあれで、料金に関しては２年とかありますが、この案件みんな、結構古い年数

になって、だから、時効中断をずーっとしてきたのかなと。その辺は全然説明を

お聞きできなかったし、普通、会計上、不納欠損になるというのは法的根拠があ

ってなるんですけれども、それができない場合に、このような町の債権に関する

条例を令和４年度につくりましたので、それでの対応でやってきて、今回提案が

されているのかと想像するんですが、でも、そういう行方不明でも町内に戻って

きて、住民票もちゃんと置いて、債権、債務がなくなっている人もいるもんで、

そういう今回のものでも、今後もこういう事例がまだ今回には出てないんだけ

ど、担当の各課においては、こういうのを今後も出していこうと。不納欠損に付

せない、そういう案件については、債権に関する条例の中で、この債権放棄をや

っていくという予定があるのか、その点について確認をさせていただきたいの

で、よろしくお願いします。  

中島議長  ただいまの今村議員の質疑に対しての答弁は、今村議員がこの会議が終わり

ましたら担当課に行って、答えを求めてください。  
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今村議員  今は駄目なんですね。  

中島議長  それでは、次に進みます。  

 日程第５、議第４号豊郷町固定資産評価審査委員会委員の選任について同意

を求めることについて議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  それでは、議第４号豊郷町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を

求めることについてご説明申し上げます。  

 現委員であります豊郷町大字安食南２０８番地、村岸隆一郎氏が令和８年３

月３１日付で任期満了となりますので、続けて選任をいたしたく、地方税法

第４２３条第３項の規定により、議会の同意を得るものでございます。任期は令

和８年４月１日から３年間でございます。ご同意のほどよろしくお願い申し上

げまして、提案説明といたします。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 これより議第４号に対する討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  討論なしと認め、これをもって討論を終結いたします。  

 これより議第４号豊郷町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求

めることについて採決を行います。  

 これに同意することに賛成の諸君は起立をお願いいたします。  

議  員  （起立、全員）  

中島議長  全員起立であります。よって、議第４号は同意することと決定いたしました。  

 日程第６、議第５号豊郷町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条

例案を議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  議第５号豊郷町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案につい

てご説明申し上げます。  

 非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令が改正されたことに伴

い、本条例の定める消防団員等の損害補償基礎額について所要の改正を行うも
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のでございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 これより議第５号に対する討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって討論を終結いたします。  

 これより議第５号豊郷町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

案を採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

中島議長  全員起立であります。よって、議第５号は原案のとおり可決されました。  

 日程第７、議第６号豊郷町保健福祉基金条例等を廃止する条例案を議題とい

たします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  議第６号豊郷町保健福祉基金条例等を廃止する条例案についてご説明申し上

げます。  

 今日まで各種基金に積み立て、継続的、安定的財政運営のため健全性を確保し

てきましたが、ここ数年、経常経費等の悪化が見られ、今後も堅実な財政運営を

行うために、長期間にわたり運用実績がない保健福祉基金、防災減債基金及び自

治区再編整備基金につきまして廃止するものであります。ご審議のほどよろし

くお願い申し上げます。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

河合議員  はい。  

中島議長  河合議員。  

河合議員  それでは、議第６号豊郷町保健福祉基金条例等を廃止する条例案について、ち

ょっとだけ質問をします。  

 先般、全協で総務課長より説明を受けました。何かふだんの総務課長の答弁が

私にはぎくしゃくして、納得ができないんです。本来ならば、総務課長は答弁で

ははきはきと言う人だったので、何か私が質問したら、何か歯切れのない、私に

したら返答だったかなと思いまして、聞いときたいことがありますので、質疑を

します。今ここに条例案として、保健福祉基金条例等と、等と書いてあるから何
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でもありやから、そこに３つの項目が書かれると思うんですね。そこで質疑をさ

せてもらいますと、先日全協において、自治区画再編整備基金は、廃止しようと

しているほかの基金と性質や目的を異にする基金であると指摘しました。それ

は、特に自治区画編成については、過去の経緯があること、併せて下枝区、大町

区が今現在、休止中であることや、今後の自治会活動の停滞が懸念されているこ

とを鑑みると、将来的に自治区画再編などの議論が浮上する可能性があるとい

うことであるからです。正直、反対、賛成どう判断すべきか、私自身思案をして

いました。全協において、町は廃止する目的を明確には答えなかった。先ほど質

問のあったとおり、総務課長の歯切れが悪かったです。答えにくそうに答えると、

私は受け止めていましたので、調べ、考えました。町が提出している令和８年度

当初予算案、主要施策の概要の中で、財政指標の悪化が見られるとしており、令

和８年度当初予算編成においても、財源は十分ではないと聞き及んでいます。こ

のことから、基金残高の状況を見ると、財政調整基金は令和８年度末の残高見込

みで１億１ ,６３６万円程度であることに注目すると、町が行っている物価対策

重点支援事業に対する国からの支援金が町に入るとしても、こうした事業は、町

が一旦立て替える形で事業の実施であって、資金が必要なのではないかと思い

ます。全協で議論となった１０事業についてもそうですが、対応するためには、

柔軟な資金が一定額必要です。このことから、資金を確保しようとしているので

はないか、本当の理由はここにあるのではないかと私は察しました。いかがか答

弁をお願いいたします。  

 最後に改めて確認しますと、自治区画再編調整基金は、関係法令等に接触する

ことになく、一般会計に繰り入れることが可能な財源なのか。また、町は新しい

自治組織や編入に関する自治組織に対する支援は、一般財源を充てることによ

って支援すると答弁をしていたが、間違いないか。このことは町長でも結構です

ので、総務課長でも結構ですので、答弁をお願いします。  

総務課長兼 

企画振興課長  議長。  

中島議長  清水総務課長。  

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、河合議員のご質疑にお答えをさせていただきます。  

 先般、全員協議会でもご説明をさせていただきました。今ほど町長の提案理由

の説明にもございました。また、後ほど当初予算の提案説明の際にもまたお話を

させていただこうと思いますが、本町におきましては、人件費の高騰等により、

かなり厳しい財政運営に直面していることは事実でございます。そういう状況
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にある中で、何とか町の財政を健全に保つためには、今般、基金の取崩しという

か、廃止をさせていただきたいということで、議員のお見込みのとおりでござい

ます。  

 続きまして、適法、何ら法律に抵触することないのかということでございます

けれども、当時の自治区画再編基金の条例の制定のときの決裁が出てきまして、

それの内容を確認させていただきました。そこにはこう書いていました。予算に

ついては、平成３年度特別交付税の交付額にもよるが、見通しがつけば、５号補

正、３月議会で１億程度を計上したいと考えていますということで、そういう当

時の財政担当者のコメントも入っています。特別交付税ということでございま

すので、これにつきましては、国庫補助金等ではなく、町の一般財源としてきた

特交をそこに積んでいるということなので、今回崩しても何ら問題ないという

ことでございます。  

 以上です。  

中島議長  ほかにありませんか。  

河合議員  議長。  

中島議長  河合議員。  

河合議員  今、総務課長のお話はよく分かりました。問題がないと。ただし、私も基金残

高の状況を調べましたら、何項目も基金残高の状況が出てきますよ。なぜ、これ

だけあるのに、この３項目の金額を見ると、一番高い金額のところだけを、一番

高い、ほんまの高い、高い基金のところだけを削除しています。３項目ね。私こ

こに、今これ条例ですよね。町長の規則じゃないですよね。この条例は、この自

治区間再編の基金条例というのもここにありますけど、これは当然一般入れて

も何のものもないと。ここに町長が定めることって書いてあるから、この７条に

書いてあるとおりに私はしたいんやと思いますわ。ということは、この３項目は、

今後条例化は、条例は廃止するわけですね。私が言いたいのは、高額のところだ

けを削除して、これだけ行政は詰まっているんですか。残高を残さんと。いつか

総務課長が、全協というか、議運のときか、皆さんのご協力を頼みますと、それ

は残高に対してのことを言うたと思います。私はそう取っていますよ。理解はよ

く分かります。分かりますけども、職員の方も、汗かいて精いっぱい、もうこれ

以上、これ以上っちゅうぐらいの予算をされると思います。切り詰めて、切り詰

めて、残った金額が、今言うように国の施策で、今、細かいところはどうとかこ

うとか言うているけども、あらゆる面で、子育て支援とか学校とか問題もあるん

です。そういうもんが来ますと、やはりお金は先に出さなあかん。した分だけ後

で入ってくるの、それまでのつなぎをするために、残高がないと充てられないと
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いう思いでやっていると思いますよ。それはそんで私は結構やと思いますよ。し

かしながら、条例文をそう簡単に廃止とかされると、条例ってなると、これ一々

ここに上がるんですよ、ここに議会に。そうでしょう。行政から提案されて、こ

こへ持ってきて、この場の人間が賛否するわけですよ。賛否を。今ここでこの部

分は廃止になった。条例で今日最後されて、万が一、皆が皆通ったと。というこ

とは、この３つの件は、例規集から消えるわけですよ。当然ね。また次、今先ほ

ど言うたみたいに町編成とかできた場合に、またそれを修正しよう思ったら、ま

たそういうような条文をつくるのか。私はそれが、あまりにも気に入らない。私

としては。ないときは消す、あったら作る。これは条例ですので、当たり前だと

思いますけども、その辺はやっぱり少し考えてもらって、行政も、しっかりと一

遍、こういうことをあまりになさらないようにやってもらいたいんやなと思い

ます。どうにしてもこの条例は、もう廃止なんですか。上げされたら。もう町は、

これだけ切らなんだらお金はないんですか。ないんですか。もう少し考えてもら

いたいなと思います。やっぱり最後には、お金がないということは、どこでもそ

うですけど、負担は、本町であれば住民ですよ。１円でも。やっぱりそれをなる

べく下げるように、行政としては今後考えていただきたいと思います。  

総務課長兼 

企画振興課長  議長。  

中島議長  清水総務課長。  

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、河合議員の再質疑にお答えをさせていただきます。  

 残高の大きい基金を崩しているということでございますが、実質そういうこ

とでございます。残りでありますけども、個人の名前を冠につけているやつとか

いうのは、やっぱり個人の寄附していただいたお金ですので、意思を尊重して、

やっぱり残しておくべきやなということで、額は小さいものになりますけど、そ

ういうなんは残しています。あと、公共施設等総合管理基金とか、あと、ふるさ

と応援基金とか、最近、今でも出入りのあるやつは、さすがに残しておこうとい

うことで残しております。ただ、今ほどこの上がっている３基金につきましては、

ここ１０年以上利息を積み立ててるだけで一切使っておりませんでしたので、

こういうところを先に整理していこうということでさせていただいております。

基金廃止ということを可決されましたら基金廃止になりますので、もちろんこ

の条例からは削除されていきますので、ですけども、また、時代時代に合わせて、

今後もしかしたら、また違う目的のために基金つくることもあるかも分かりま

せんし、それはそのときそのときの時代に合わせてさせていただきたい、健全に
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町の運営をしていきたいということでございます。また、議員おっしゃるとおり、

かなり厳しい財政運営を行っておりますことから、先日の課長会でも前課長に

はこういう厳しい状況やということを説明しまして、職員一同が無駄をないよ

うにするようにということで厳しく知らせましたので、また、町民の皆さんの税

金を無駄にすることなくやっていきたいと思いますので、また、ご協力をお願い

したいと思います。  

 以上です。  

中島議長  ほかに質疑はありませんか。  

鈴木議員  議長。  

中島議長  鈴木議員。  

鈴木議員  １点だけお伺いします。全員協議会で、この自治区画再編協議会の財源を私の

薄ら覚えの記憶では駄目なので、確認をお願いしたいというふうにお願いをい

たしました。今、総務課長の方からご答弁いただきましてありがとうございまし

た。１点だけお伺いしたいのは、やっぱり特別交付税だったと。それはもう一般

財源、当然ですけど、この特別交付税の元国か県か、それだけ。平成３年度の議

事録が見つかったということでしたので、特別交付税が来たんは分かりました。

私もそう記憶していたん、確かだったと思ったんですが、特別交付税が一般財源

に入るというのそれ全然法的に問題ないと思うんですが、特別交付税の元、どこ

からの特別交付税であったのか答弁をお願いいたします。  

総務課長兼 

企画振興課長  議長。  

中島議長  はい、清水総務課長。  

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、鈴木議員のご質疑にお答えをします。  

 特別交付税につきましては、今現在もずっとあります。ご承知のとおり国費で

ございます。国からでございます。  

 以上です。  

中島議長  ほかに質疑はありませんか。  

今村議員  議長、１２番。 

中島議長  １２番、今村議員。  

今村議員  議第６号豊郷町保健福祉基金条例等を廃止する条例案についての質疑を行い

ます。  

 先ほど総務課長の方から、豊郷町の財政は非常に厳しいというお話でしたけ

れども、私はまた課長とは別な見解を持っております。なぜかと申し上げると、
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豊郷町の財政健全化基準、実質公債費比率とか、それから将来負担比率等を見ま

すと、県下の中で非常に財政的には安定している。将来負担もマイナスだから、

それに充当財源をちゃんと持っておると。こういう中で、豊郷がやるべき財政運

営というのは、町で集まってきたいろんな町費をいかに有効的に町民に還元し

ていくかということを一番に考えていただけたら、基金についてもそれが反映

されると思うんです。この新年度の令和８年度の当初予算のこの資料の中で、財

政調整基金が、令和７年度末で見込み６億５２５万７ ,０００円。これにつきま

しては見込みですから、今後、３月中には国から特別地方交付税も入ってきます。

それは、従来的に言うと、それをまた補正で上げて、財源は取りあえず急に必要

じゃなかったら、この財調に積み上げるというのがうちのパターンですよね。令

和８年度当初予算額で、当初予算の取崩しが４億９ ,２８１万８ ,０００円。これ

は、当初の一般会計予算に対して充当する金額です。これはあくまで当初予算で、

それからどれだけ増減があるか分かりません。しかし、これは、財政調整基金と

いうのは、財政調整機能が町の財政運営の中に必要だということで、一般財源と

して何でも使えるような、そういう機能を持った基金です。ところが、それ以下

の基金というのは、目的基金ということで、その目的に基金をつくって、その目

的に沿った運用をしなきゃいけないということで、保健福祉基金や、ここにあり

ます豊郷町防災減債基金条例も、そういった目的に対して、町が町民の皆さんに、

必要としたらそれを取り崩してやることができるんですよね。自治区画の基金

にしても、当初は同対事業の関係で、旧同対法内の関係、地域に対象にしていま

したが、課長もおっしゃったようにもう一般法に変わりましたから、全町を対象

にして、これに対しても運用というのは、そういう条例の趣旨からいっても、全

町でやっていくことは不自然ではないと思うんです。そういうことを思います

と、財政調整基金に積み上げていけば、使い勝手はいいです。いいですけど、今、

地球環境問題も含めて、人口減少、いろいろな町政においても、待ち構える課題

がいっぱいある中で、こういう目的基金を１０年間使わなかったからというの

は、１０年間適正運用されていなかったと、裏返して言えば、そういった面の町

のそういうこともやってこなかったんだということを裏返して言えば、言われ

ているようなもんなんですよ。だから、そういった町民の立場に立てば、せっか

くこうやって目的基金でこれから１０年後までいろんなことが、また町でもど

んな災害があるかもしれませんし、また、福祉の社会保障費の予算枠には下げる

一方ですからね。そういう面では、町としてもそれをフォローできるような基金

を置いておくという考えは、今回のこの条例制定でなかったんでしょうか。金

額４億５ ,０００万になりますよね、この３つ合わせると。この金額が結局は財
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政調整基金に積み上げられるということは、町の方針にとって使いやすくなる

というだけのことですよね。私、そういう疑問を持っているんですが、お答えく

ださい。  

総務課長兼 

企画振興課長  議長。  

中島議長  はい、清水総務課長。  

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えをさせていただきます。  

 議員おっしゃるとおり、本町におきまして、財政指標は非常に健全で、県内各

自治体と比べましても遜色がない数字とはなっております。一方で、そうはいう

ものの、やはり近年の少子高齢化でありますとか、義務的経費の増加によりまし

て、年々財政的には厳しくなっていっているのも一方で事実としてあります。ま

た後ほどお話をしますけれども、特に最近の国の流れで、人勧の方で人件費が非

常に上がってきている部分がございます。それこそ地域手当が新たに追加され

ましたり、会計年度任用職員に期末勤勉手当を支払わなければならないという

ような状況になってきている中、令和６年度まで豊郷町の人件費は８億から９

億やったところが、来年度当初予算では１２億も組まなあかんというようなこ

とになりまして、町の努力だけではカバーしきれない義務的経費がどんどん増

えていっている部分がございます。その辺もご理解をいただければと思います。 

 また一方で、福祉基金でありますとか、防災減債基金につきましては、特にま

ず福祉基金ですけども、これにつきましては、福祉保健活動の促進、快適な生活

環境の形成等、少子高齢化に対応した施策を推進し、住民福祉の向上を図るため

という目的で設置をしています。これにつきましては、もう今既に、例えば高齢

者の冷暖房費の助成であるとか、「すまいるたうんばす」であるとか、生きがい

デイサービスであるとか、その他、あと高校世代までの医療費の無料化や、小中

学校の給食の無償化など、少子高齢化に資する施策を今でもやっております。こ

れは、今までの中で、一般会計の中で辛うじて回っていた部分もございます。な

ので、これを取り崩さなくても何とか回っていたという部分から行っておった

んですけれども、近年の状況を見まして、これをもう既にやっているということ

で、取り崩していきたい、取り崩すというか廃止をさせていただいて、一般会計

で運用させていただきたいというようなことを考えております。  

 防災減債基金につきましても同じように、今までから一般会計の中で何とか

回しておりましたけれども、１０年間使っていないという事実もございますの

で、今回廃止をさせていただいて、今後も引き続き福祉であるとか、防災・減災
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については進めていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願い

したいと思います。  

 以上です。  

今村議員  議長、再質疑。 

中島議長  １２番、今村さん。  

今村議員  ただいまの課長の答弁では、人件費、手当等が上がったから、町の負担が増え

ているというお話ですけど、人勧の実施に受けて、町でそういうのも国家公務員

並みまでいかなくても引上げをしはったわけですけど、これって地方交付税で

人件費に関しては、一定それを町の経費として負担をするというのは、地方交付

税算定基準にありますよね。再任用のこういう会計年度任用職員に関しては、そ

ういう手当が薄かったということで今回上がってきて、それに対しても国が一

定の負担をするというのは、当然そういうことを地方にもしてくれと言ってい

るんだから、しているはずなんです。だから、豊郷町で正規職員が減りまして、

会計年度任用職員の方がもう半数以上というような職員構成になってきていま

すけれども、人件費等は、物価変動と民間と、それから官民比較して上げていく

のは当たり前だと私は思います。  

 それと、目的基金で足りないときには、目的基準から一般会計に振り込んで、

そこでいろんな目的の施策に運用するというのは、それもまた当たり前で、子育

て問題でも、豊郷はふるさと納税で目的に応じて使いますということで、それを

一般会計に繰り出して、そういう子どもの医療費無料化とか、給食費の無償化と

か、そういうことに充ててきたんではないでしょうか。私は、こういう目的基金

がいたずらになくしていくという方向性というのは、町の財政の柔軟性を非常

に硬直化していくと、そういう問題点を含んでいるというので非常に懸念をし

ています。そういった面で、この提案をなさった課長の提案理由については、ま

だ納得はいきません。もう１回検討するべきじゃないでしょうか。そういうこと

は考えられませんか。町長でも結構です。  

伊藤町長  議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  それでは、今村議員の質疑にお答えいたします。  

 この基金２つつくりましたのは私になってからでございまして、要するに、高

校世代までいろいろな無料化がずっと続くかどうか、どうやできるかという中

で、それにおいて、やはり基金を積んでできるようにということでさせていただ

いたのと、そして、防災減債基金は、各字の防災機器、要するに機材、資材を充

実しようということで、それでこの基金条例をつくらせていただいたものでも
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ございます。おっしゃるとおりそういう形の中で、絶えずその基金を使いながら、

また一財を入れながら運営してきたらよかったんですけれども、やはり基金は

残しておこうという形の中で来たわけでございます。  

 そういった中で、人員の問題云々等も今、今村議員からありましたけれども、

やはり豊郷町は職員の人数も少なく、そしてまた、要するに嘱託職員の皆さん方

の頑張りもあり、そして職員の全体の頑張りもあって今日まで基金が積み上が

ってきたところでございます。それとともに、一番何が問題かというと、数字上

はものすごくいいんですけれども、やはり現実の現ナマが少ないという形の中

で、今回、若干この条例を廃止させていただいて、この６月、９月を乗りきるよ

うな状況の中で運営をさせていただきたいということで、これを提案させてい

ただいたところでございます。  

 それと、以前から皆さん方にお話ししておりますように、行政情報システムの

更新が来ております。これは全国一斉ですけれども、今うちが差しかかっている

のは、その更新をどうするか、一番ランニングコストのものすごく安い方に移っ

ていこうと、そしたら、これから今後の財政運営はうまくいくだろうということ

で、これがここ二、三年のときに、相当またこれに費用が要るという、そういう

形の中で、長期を見据えた中での財政運営で今回提案させていただいたもので

ございますので、どうぞご理解のほどよろしくお願い申し上げます。  

中島議長  ほかに質疑はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 これより議第６号に対する討論を行います。討論はありませんか。  

鈴木議員  議長、反対討論。  

中島議長  討論の申出があります。これより討論に入ります。  

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。  

鈴木議員  議長。  

中島議長  鈴木議員。  

鈴木議員  それでは、議第６号豊郷町保健福祉基金条例等を廃止する条例案に対する反

対討論を行います。  

 今回は３つの基金をまとめて廃止をするという提案でありますが、先ほども

ありましたとおり、町の条例は町行政執行の規範になる非常に重要なものであ

り、本来、１つずつその廃止の理由や今後の活用について説明をして、提案をさ

れるべきではないかと考えます。これも先ほどから議論がありますが、３つの基

金はそれぞれ目的が違います。防災減債基金は、町における防災・減災に対する
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事業、災害発生時における応急対策、復旧、復興、被災地への支援活動に対する

経費の財源に充てる、東日本大震災のときには町からも派遣されましたが、ここ

から財源が与えられたのではないかと思われます。また、保健福祉基金は、少子

高齢化に対応した施策を推進し、これも先ほど説明がありましたが、住民福祉の

向上を図るのが目的とされています。自治区画再編基金は、自治区画再編に伴う

集会所建設等に必要な基金を積み立てるとされています。この基金は、先ほど特

別交付税であったというふうに説明がありました。さらに、今回廃止が提案をさ

れている保健福祉基金は、令和７年度末の残高見込みで１億７ ,１４３

万２ ,０００円、自治区画再編整備基金が７ ,０８３万５ ,０００円、防災減債基金

が２億１ ,３３５万８ ,０００円と、どの基金も多額であり、より丁寧な取扱いが

望まれることから、今回の提案には反対といたします。  

 以上です。  

中島議長  ほかに討論はございませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって討論を終結いたします。  

 これより議第６号豊郷町保健福祉基金条例等を廃止する条例案を採決いたし

ます。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、多数）  

中島議長  起立多数であります。よって、議第６号は原案のとおり可決されました。  

 日程第８、議第７号豊郷町使用料および加入金の徴収に関する条例の一部を

改正する条例案を議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  それでは、議第７号豊郷町使用料および加入金の徴収に関する条例の一部を

改正する条例案についてご説明申し上げます。  

 豊郷小学校旧校舎群の使用料について、近年の貸館状況を鑑み、見直しを行う

ものであります。主な内容としましては、利用時間及び町外の利用者に対する割

増率の見直しと講堂のピアノを原則として貸出しは行わないようにするもので

ございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  
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 これより議第７号に対する討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって討論を終結いたします。  

 これより議第７号豊郷町使用料および加入金の徴収に関する条例の一部を改

正する条例案を採決いたします。  

 賛成の諸君は起立願います。  

議  員  （起立、全員）  

中島議長  全員起立であります。よって、議第７号は原案のとおり可決されました。  

 日程第９、議第８号豊郷町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

から日程第１０、議第９号豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費

に関する条例の一部を改正する条例案までを一括議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  議第８号豊郷町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案及び議第９

号豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条例の一部を改

正する条例案について、一括してご説明申し上げます。  

 まず、議第８号については、一般職の職員の給与等について、本年度の人事院

勧告に基づき、令和８年４月１日施行分について所要の改正を行うものです。主

な内容といたしましては、駐車場手当の新設、地域手当を２％から４％へ引き上

げる及び令和８年６月に支給を行う期末勤勉手当の月数の平準化を行うもので

す。  

 次に、第９号については、特別職の期末手当についても、一般職と同様に月数

の平準化を行うものでございます。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

中島議長  これより質疑を行います。質疑は一括して行います。質疑はありませんか。  

今村議員  議長、１２番。  

中島議長  １２番、今村議員。  

今村議員  議第９号豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関する条例の

一部を改正する条例案につきまして、この条例の給与、第２条の２項に、町長等

に前項の給料のほかに通勤手当及び期末手当を支給し、その額は一般職員の例

による、ただしということで、期末手当の額の算定に当たっては、豊郷町職員の

給与に関する条例の第２２条第２項中、１００分の１２５を１００分

の１２６ .２５に改めると書いてあるんですが、これを改めてとあるのは、特別

職に関しましては、１００分の１７５とし、同条の期末手当、基礎額給料及び給
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料の月額１００分の１５を乗じて得た額と合計とするとあるんですが、一般職

員の１００分の１２６ .２５と先ほど町長がおっしゃったように平準化でそれに

合わせていくというお話ですが、特別職、常勤職のうちの町長ならびに教育長の

月額給料は、町長が６８万、教育長が５１万３ ,０００円となりますと、この条

例改正のこの部分を入れて、期末手当、町長と教育長の期末手当額は幾らになる

んでしょうか。先、説明お願いします。  

総務課長兼 

企画振興課長  はい、議長。  

中島議長  はい、清水総務課長。  

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えをさせていただきます。  

 町長の期末手当につきましては、今、数字を持っておりませんが、およ

そ１００万円程度ではなかったかなというふうに思っております。  

 以上です。  

今村議員  教育長は。  

総務課長兼 

企画振興課長  教育長は六十何万にこの率掛けますので、もう少し少ない額です。  

 以上です。  

今村議員  はい。  

中島議長  再質疑、今村さん。  

今村議員  豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例ということで、

ここに対象になるのが町長と教育長でございます。ただいま大体の目安はお聞

きいたしましたが、一般職員、ここに議員も入るわけですよね。職員の給与なら

びに旅費に関する条例と同じ適用するって書いてありますからね。でも、なぜ特

別職の常勤の方だけが１００分の１７５までと規定をするのか、その根拠が分

からないんですけど、どういう根拠でこれが条例化されているんでしょうか。  

総務課長兼 

企画振興課長  議長。  

中島議長  清水総務課長。  

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えをさせていただきます。  

 この率につきましては、人勧の方でやってまいりますので、国の基準に合わせ

て決めているというもので、国の基準ですけども、最終的には条例で制定をして

いるというものでございます。また、余談になりますけども、今回につきまして
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は、一般職の給与の条例の方で、読替えの元となる１００分の１２５が１００分

の１２６ .２５に変わるだけでございますので、後ろの支払月数につきましては、

従来と何ら変わりがないということだけはご理解いただければと思います。  

 以上です。  

今村議員  はい。  

中島議長  再々質疑、今村さん。  

今村議員  それは分かっています。聞きたいのは、この人勧に合わせた１２６ .２５とあ

るのは、今回この特別職に関しましては、１００分の１７５とし、同条第４項の

期末手当基礎額は給料及び給料の月額の１００分の１５を乗じて得た額と合計

額とすると書いてあるので、１００分の１７５のこの期末手当の算定根拠は何

ですかとお聞きしたんです。条例に書いてあるからそうだというだけじゃなく

て、それをつくるに当たって、１００分の１７５に特別職の期末手当については

するよという、何ら町としての条例化のときの根拠があったんじゃないかなと

思ったんですが、それはないということで考えてよろしいんですね。  

総務課長兼 

企画振興課長  議長。  

中島議長  清水総務課長。  

総務課長兼 

企画振興課長  今村議員の再質疑にお答えをします。  

 先ほども申し上げましたけれども、根拠につきましては人事院勧告でござい

ます。  

 以上です。  

中島議長  ほかに質疑はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 これより議第８号に対する討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって討論を終結いたします。  

 これより議第８号豊郷町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案を

採決いたします。  

 賛成の諸君は起立を願います。  

議  員  （起立、全員）  

中島議長  全員起立であります。よって、議第８号は原案のとおり可決されました。  

 これより議第９号に対する討論を行います。討論はありませんか。  
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今村議員  議長、反対討論。  

中島議長  討論の申出があります。これより討論に入ります。  

 まず、本案に対する反対討論の発言を許します。  

今村議員  はい。  

中島議長  １２番、今村君。  

今村議員  それでは、議第９号豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関

する条例の一部を改正する条例案につきまして、反対討論を行います。  

 人事院勧告というのは、国家公務員に対する人事院が勧告をするもので、それ

は、滋賀県などはほとんどそれに準じて地方自治体の方でも同じような人件費

の条例も引き上げていくというのはありますが、基本的には人事院勧告が地方

の自治体の人件費に対する強制力、法的拘束力はありません。ただそれが、人件

費に関しての地方交付税の算定基準に関しては、一定差額は多少は出るかもし

れませんが、それを完全実施する必要は法的な根拠はないものです。そういうこ

とをぜひ職員の皆さんも、財政課の皆さんも考えていただきたい。  

 それと今回は、やはりこの間続いている円安、インフレ、物価高騰、そういっ

た中で豊郷の町民の皆さんも、年金、また賃金、こういったことが、物価高の中

で非常に実質賃金も下がり、年金も実質的には目減りしていくような状況です。

こういったときに、町の特別職の方々の期末手当に対する条例基準というのは、

本来は私は見直すべきだと思っています。下げるべきだと思っています。やはり

そういうことをトップの方から示していただくことが、町民にとっても、お互い

にそういった今の大変な時期を乗り越えていく、こういったことにも反映され

ていくと思います。そういった観点から、私は下げられるもんだと考えておりま

すので、そういうことを理由に反対といたします。  

中島議長  ほかに討論はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって討論を終結いたします。  

 これより議第９号豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与および旅費に関す

る条例の一部を改正する条例案を採決いたします。  

 賛成の諸君は起立願います。  

議  員  （起立、多数）  

中島議長  起立多数であります。よって、議第９号は原案のとおり可決されました。  

 日程第１１、議第１０号豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

を議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  
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伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  議第１０号豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案についてご説

明申し上げます。  

 今回の改正は、令和８年度から新たに導入される子ども・子育て支援納付金に

関する新設と令和９年度に県内保険料水準の統一に向け、被保険者の急激な負

担増を回避するため、令和８年度において段階的に税率を改正するものでござ

います。豊郷町国民健康保険税条例第２条第１項第１号及び第４号ならびに

第５項については、子ども・子育て支援納付金課税額、第３条第１項第５条、第５

条の２については、基礎課税額（医療分）、第６条、第７条の２、第７条の３に

ついては、後期高齢者支援金等課税額、第８条、第９条の２、第９条の３につい

ては、介護納付金課税額について、それぞれ所得割、均等割、平等割の税率改正

に対する所要の改正、第２３条については、国民健康保険税の減額に対する所要

の改正でございます。どうぞよろしくご審議のほどお願い申し上げます。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

今村議員  はい、１２番。  

中島議長  １２番、今村議員。  

今村議員  議第１０号豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案につきまして、

担当課で説明資料、分かりやすいのをつくっていただきまして、ありがとうござ

います。参考になりますので。それで、令和９年度を県統一化というのが県が方

針を出していまして、それに含めて、どんどん国保の税額が上がってきているわ

けですが、この中で、資料でもほとんどの所得割、平等割、均等割、また限度額

も上がるし、今回は、子ども・子育て支援金というのが加わりますが、これを見

ていて思うのは、これで引上げ額って、前年度の課税の額と新年度これを採用し

た場合に、課税額が一番少ない人と一番高い人でどのくらいの引上げの幅があ

るんですか。国民健康保険税には法定軽減の７割、５割、２割があるんですが、

こういった方々の引上げ額もどのくらいになんのか。金額想定、７年度徴収範囲

で結構ですので、概算だけ教えてください。  

税務課長  議長。  

中島議長  山田税務課長。  

税務課長  それでは、今村議員の質疑にお答えいたします。  

 今回の引上げ幅についてですけども、例えば年金をもらっておられる方で、所

得が０の方で７割軽減が効いている方ですと、およそ月々３００円が上がって、

年間３ ,６００円ほど上がる予定です。そして、例えば給与所得が２３７万程は
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あって、奥さんと子どもがおられた場合に、未就学の子どもがおられた場合、大

体月２ ,５００円ほど上がる予定で、年間でいきますと３万円ほど上がる予定で

ございます。今おっしゃる一番低い額の上げ幅と一番大きい上げ幅というと、そ

こまで算出はしておりませんが、今申し上げた一般家庭で大体所得が２３７万

程度の方ですと３万円、年間３万円ほど上がる予定です。  

 以上です。  

今村議員  はい。  

中島議長  再々質疑、今村議員。  

今村議員  この国保税は社会保険と違って、本人負担で加入者負担というのが非常に高

いんですけど、雇用者折半じゃないから、そういう中で、子ども・子育て支援金

というのが加算されるのと同時に、そして、給与所得がある人に関しては、さら

にまだ加算が、非課税、課税で変わってきますけど、均等割、平等割はかかって

くるということで、これに対して、今、県の国保税の統一化に向けて、各１９市

町の平準化が行われているんですが、豊郷町において平準化していくともっと

苦しくなっていくような方々は、軽減世帯が多いということは十分あり得るわ

けですよね。いくら軽減されたところで。そういうのに対する町としての支援施

策とか、町独自の減免規定とか、必要と認めればできないわけじゃないんですが、

そういったことは、この割合をつくって、何か想定し、考えて、そういうことも

考えていこうという形は、課内とか、町長との協議においてもあるんでしょうか。

この出てきた数字で全部徴収対象にしようと思っているのか、その点お聞かせ

ください。  

税務課長  議長。  

中島議長  山田税務課長。  

税務課長  今村議員の再質疑にお答えいたします。  

 今現在も、低所得者の方に対しましては、７割軽減、５割軽減、２割軽減と所

得に応じた軽減措置がございますので、それ以上、町での軽減というのは今のと

ころ考えておりません。  

 以上です。  

中島議長  ほかに質疑はございませんか。  

鈴木議員  議長。  

中島議長  鈴木議員。  

鈴木議員  質疑をさせていただきます。全員協議会で、今回の条例改正に対する基本的な

枠組みの資料を頂きたいというふうにお願いをいたしまして、今日説明資料を

頂きました。ありがとうございました。まだ十分読みこなせていないので間違っ
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ているところがあるかも分からないんですが、まず１ページの今回仮設され

た１８歳以上被保険者均等割を加算、今までのやつに子ども・子育てということ

で、１５歳以上被保険者均等割額を加算した額となっていますが、この均等額が

幾らなのか、ずっと見てみたんですがよく分からなかった、読みこなせていない

のかも分かりませんので、教えていただければと思います。  

 それと、細部の点はまたお聞きをいたしますが、最後に、最後のページで、子

ども分の新設による改正が幾つかあるんですが、その中の子ども分の産前産後

減額する額の計算方法なんですが、例えば第９条の、例えば子ども分の均等割額

の１ ,１３９円になるのは、１ ,１３９円割る１２掛ける４が３８０となっている

んですが、３８０になる、これ掛け算が先か割り算が先かって、今一生懸命頭を

悩ましていたんですけど、この説明をお願いいたします。  

税務課長  はい、議長。  

中島議長  山田税務課長。  

税務課長  鈴木議員の質疑にお答えいたします。  

 子ども・子育て支援金の１８歳以上の均等割につきましては、８８円となって

おります。先ほど、一番最後のページの産前産後の減額する額の算定方法なんで

すけども、所得割額割る１２掛ける４となっているんですけども、産前産後の場

合、出生の予定の前２か月、後２か月で４か月分が軽減されるということですの

で、ここで１２掛ける４というのが４か月分ということで、軽減の措置の割合が

書かれております。  

 以上です。  

鈴木議員  はい。  

中島議長  鈴木議員。  

鈴木議員  均等割が８８円って分かりました。それで、一番最後のページの第３項の第９

条がだから８８円で、これが均等割になると分かるんですが、これ８８円を１２

で割ったら、６なんですよね。６に４掛けたら２４になるんですけど。私のあれ

が間違っているのかよく分からないですけど。  

税務課長  はい、議長。  

中島議長  はい、山田税務課長。  

税務課長  鈴木議員の再質疑にお答えいたします。  

 説明資料の８８割る１２掛ける４って、おっしゃられるように２４になるん

ですけど、繰上げして、今計算していなかったんであれなんですけど、合うてる

という、すいません。  

中島議長  ほかに質疑はありませんか。  
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議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 お諮りいたします。  

 会議規則第３９条の規定により、議第１０号豊郷町国民健康保険税条例の一

部を改正する条例案を総務産業建設常任委員会に付託したいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  異議なしと認めます。よって、議第１０号を総務産業建設常任委員会に付託す

ることに決しました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

 ここで暫時休憩といたします。３０分から始めます。  

（午前１０時２１分 休憩）  

 

（午前１０時３０分 再開）  

中島議長  それでは、再開いたします。  

 日程第１２、議第１１号豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案を議題

といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  それでは、議第１１号豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案について

ご説明申し上げます。  

 令和７年度の税制改正に伴い、給与所得控除が見直され、最低保障額が５５万

円から６５万円に引き上げられました。給与所得金額の見直しが行われたこと

による影響が介護保険料の算定に及ばないよう、介護保険法施行令の一部を改

正する政令が、令和７年１２月１７日に公布されました。ついては、意図せず介

護保険料が増額されてしまう被保険者に対して、介護保険法第１４２条に定め

る特別の事由に該当するとして、同条に基づき減免を行うため、所要の改正を行

うものであります。主な対象者は第１号被保険者またはその属する世帯の世帯

主及び全ての世帯員が令和７年度と令和８年度の各年度の市町村民税が非課税

の者、かつ給与所得控除の最低保障額引上げの決定を受けて、令和８年度も引き

続き、市町村民税が非課税となるよう、令和７年中に給与所得控除の引上げ分の

範囲で収入の増加があった者で、介護保険法施行令附則第２５条により、令和８

年度の市町村民税が課されているものとみなされる者のいずれも満たす者が、

介護保険料を減免する者であります。  
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 なお、減免額については、令和８年度分介護保険料算定において、課税、非課

税の判定について、住民税非課税者として判定する保険料段階まで減免するも

のであります。  

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

今村議員  議長、１２番。  

中島議長  １２番、今村議員。  

今村議員  議第１１号豊郷町介護保険条例の一部を改正する条例案についての質疑を行

います。  

 資料を提出いただきまして、ありがとうございます。この資料でもう分かるよ

うに、政府の給与所得控除の見直し、この税制改正によりまして、現行、保険料

段階が、第６段階から第３段階に変わる、３段階から６段階に上がる人に対する

フォローするというようなお話ですね、これはね。それで、令和６年決算は出て

いますので、６年決算でいくと、この税制改正、所得税の控除見直し、給与所得

控除の見直しによって、７年、まだ確定申告前ですから、分かりませんのは当然

やと思いますけど、実績として、令和６年度だったら、何人ぐらいがこういう対

象になる可能性があるかという、そういう試算はしておられますか。していたら、

説明をお願いいたします。  

医療保険課長  議長。  

中島議長  小西医療保険課長。  

医療保険課長  今村議員のご質疑にお答えいたします。  

 ６年度実績とおっしゃいましたけれども、今回、当課が把握させていただいて

おりますのが、課税年金収入額ならびに合計所得金額のみ把握しております。今

回、この所得税法の改正のありました所得段階等の給与収入の年金の別、その他

の所得についての詳細なものを持ち合わせておりませんので、試算をしようと

試みましたけれども、確認することができませんでした。  

 以上です。  

中島議長  ほかに質疑はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 お諮りいたします。  

 会議規則第３９条の規定により、議第１１号豊郷町介護保険条例の一部を改

正する条例案を文教民生常任委員会に付託いたしたいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  
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議  員  異議なし。  

中島議長  異議なしと認めます。よって、議第１１号を文教民生常任委員会に付託するこ

とに決しました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

 日程１３、議第１２号豊郷町乳児等通園支援事業の設備および運営に関する

基準を定める条例案を議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  議第１２号豊郷町乳児等通園支援事業の設備および運営に関する基準を定め

る条例案の提案理由をご説明申し上げます。  

 令和６年６月に成立した子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律によ

り、乳児等通園支援事業、いわゆるこども誰でも通園制度が令和８年度から、乳

幼児等のための支援給付として実施されます。これを受け、豊郷町における乳児

等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める必要があることから、内

閣府令で定める基準に従い、本条例を定めるものでございます。  

 以上、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 お諮りいたします。  

 会議規則第３９条の規定により、議第１２号豊郷町乳児等通園支援事業の設

備および運営に関する基準を定める条例案を文教民生常任委員会に付託いたし

たいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  

議  員  異議なし。  

中島議長  異議なしと認めます。よって、議第１２号を文教民生常任委員会に付託するこ

とに決しました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

 日程第１４、議第１３号豊郷町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案から日程第１６、議

第１５号豊郷町放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例案までを一括議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  
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伊藤町長  議第１３号豊郷町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例案から議第１５号豊郷町放課後児

童健全育成事業の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例案までを一括してご説明申し上げます。  

 今般の改正につきましては、いずれも児童福祉法の一部改正等により改正を

行うもので、まず、議第１３号については、引用する項が改正されたため、所要

の改正を行うものであります。  

 次に、議第１４号では、地域限定保育士の一般制度化に伴う地域限定保育士の

文言の追加、児童福祉法の一部改正に伴う引用条文の改正、母子保健法に基づく

乳幼児健診に係る特例を定めるものとなります。  

 最後に、議第１５号については、地域限定保育士の一般制度化に伴う地域限定

保育士の文言の追加、児童福祉法の一部改正に伴う引用条文の改正となります。 

 以上、どうぞよろしくご審議のほどお願い申し上げます。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑は一括して行います。質疑はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 お諮りいたします。  

 議会規則第３９条の規定により、議第１３号豊郷町特定教育・保育施設および

特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案、

議第１４号豊郷町家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例案、議第１５号豊郷町放課後児童健全育成事業の設備

および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案を文教民生常任

委員会に付託いたしたいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  

議  員  異議なし。  

中島議長  異議なしと認めます。よって、議第１３号、議第１４号、議第１５号を文教民

生常任委員会に付託することに決しました。ご審議のほどよろしくお願いいた

します。  

 日程１７、議第１６号豊郷町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例案を

議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  それでは、議第１６号豊郷町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例案に
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ついてご説明申し上げます。  

 道路法施行令の一部を改正する政令が令和７年１２月２６日に公布され、令

和８年４月１日から施行されることになりました。主な内容としては、令和６年

度に行われた固定資産税評価額の評価替え、地価に対する賃料の水準の変動等

を踏まえて改定が行われたため、豊郷町道路占用料徴収条例の一部を改正する

ものであります。  

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 これより議第１６号に対する討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって討論を終結いたします。  

 これより、議第１６号豊郷町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例案を

採決いたします。  

 賛成の諸君は起立願います。  

議  員  （起立、全員）  

中島議長  全員起立であります。よって、議第１６号は原案のとおり可決されました。  

 日程第１８、議第１７号町道路線の認定についてを議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  議第１７号町道路線の認定についてをご説明申し上げます。  

 町道路線の認定については、大字安食西地先の県道安食西八目線バイパスの

完成に伴い、旧道を町道として引き継ぐため認定するものであります。路線番号、

路線名、起点、終点については、表のとおりであります。つきましては、道路法

第８条第２項の規定に基づき、議会の議決を経るものであります。  

 以上、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

今村議員  議長、１２番。  

中島議長  はい、１２番、今村議員。  

今村議員  議第１７号町道路線の認定につきまして質疑を行います。  

 安食西のこれまで県道として通行されていた道路ですが、心配なのは、これま

では県道だったので冬の除雪対策は県がやっておられましたけれども、バイパ
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スができたので、県はそちらの方に移行すると思うんですが、あの町道も結構、

くらまの前の信号まで結構な距離もある、幅もあるんですが、冬場の除雪は町道

の中で町の除雪対策の優先順位としては、どういうふうな扱いになるんでしょ

うか。とてもその付近の人たちだけでできるような幅じゃないような気がする

んで、その点についてどう考えておられるのか説明をお願いいたします。  

地域整備課長  議長。  

中島議長  山田地域整備課長。  

地域整備課長  今村議員の質疑にお答えします。  

 今回、町道に認定する道路は基幹道路で重要と考えておりますので、令和８年

度の除雪の対象路線とします。  

 以上です。  

中島議長  ほかに質疑はありませんか。  

西澤議員  はい。  

中島議長  西澤議員。  

西澤議員  この件についてですけど、恐らく認定されると思いますけど、もし認定されな

い場合はどういうふうになるんですか。  

地域整備課長  議長。  

中島議長  山田地域整備課長。  

地域整備課長  西澤議員の質疑にお答えします。  

 認定されない場合は、管理者不明になると思います。  

 以上です。  

中島議長  ほかに質疑はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 これより議第１７号に対する討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって討論を終結いたします。  

 これより議第１７号町道路線の認定についてを採決いたします。  

 賛成の諸君は起立願います。  

議  員  （起立、全員）  

中島議長  全員起立であります。よって、議第１７号は原案のとおり可決されました。  

 日程第１９、議第１８号豊郷町布設工事監督者の配置基準および資格基準な

らびに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例案を議題

といたします。  
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 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  議第１８号豊郷町布設工事監督者の配置基準および資格基準ならびに水道技

術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例案についてご説明申し

上げます。  

 水道事業において技術上の監督業務を行う者及び水道技術管理者の確保が難

しくなったことから、資格要件を緩和する水道法施行令等の一部改正が行われ

ました。このことを受け、本町においても基準を見直し、改正を行うものであり

ます。主な内容としましては、資格要件の学歴及び学科要件、また、実務経験年

数の見直しであります。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

今村議員  はい。  

中島議長  １２番、今村議員。  

今村議員  議第１８号豊郷町布設工事監督者の配置基準および資格基準ならびに水道技

術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例案ですが、現在、本町に

おきまして、この資格を取得している、関係する課の中とか、町の職員さんの中

で持っておられて、一般行政職で入っておられる方もいるかもしれないので、そ

の該当者って何人ぐらいいらっしゃるんでしょう、この資格で。説明お願いしま

す。  

上下水道課長  議長。 

中島議長  中山上下水道課長。  

上下水道課長  今村議員のご質疑にお答えいたします。  

 まず、布設工事監督者の基準を満たしている者は、本町全体でも若干名いるか

いないか、課内ではいません。水道技術管理者に関しましては、３名から４名お

られると思いますが、課内では２名が今、技術管理者の基準に該当しております。 

 以上です。  

今村議員  はい。  

中島議長  はい、今村議員、再質疑で。  

今村議員  本町でこういう技能職を雇い上げするというのは、なかなか市ぐらいの段階

からはいろいろ専門職ありますけど、うちの町職員で、そういう経験年数や、も

ともとそういう技術の目指しておられる方とか、そういう人たちは養成するこ

とはやっているんでしょうか。そんな対象になる人は誰もいませんでしたらそ

れまでですけど、そういう要請の方もやっておられるかどうか、そのことをお尋
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ねいたします。  

上下水道課長  議長。 

中島議長  中山上下水道課長。  

上下水道課長  今村議員の再質疑にお答えします。  

 水道技術管理者に関しましては、県の方の講習会とかがありまして、また、講

習の受講とかも実施し、技術力はかなりの方で上げていっているところでござ

います。ほかのところに関しましても、県の研修会などを実施し、技術力を上げ

ている努力はしているところでございます。  

中島議長  ほかに質疑はございますか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 お諮りいたします。  

 会議規則第３９条の規定により、議第１８号豊郷町布設工事監督者の配置基

準および資格基準ならびに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改

正する条例案を総務産業建設常任委員会に付託いたしたいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  

議  員  異議なし。  

中島議長  異議なしと認めます。よって、議第１８号を総務産業建設常任委員会に付託す

ることに決しました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

 日程第２０、議第１９号令和７年度豊郷町一般会計補正予算（第７号）から日

程第２５、議第２４号令和７年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第４号）まで

を一括議題といたします。  

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  議第１９号令和７年度豊郷町一般会計補正予算（第７号）から議第２４号令

和７年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第４号）までの補正予算について、一

括してご説明申し上げます。  

 まず、議第１９号令和７年度豊郷町一般会計補正予算（第７号）についてご説

明申し上げます。  

 既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５億６ ,３６５万２ ,０００

円を減額し、歳入歳出予算総額を６０億９ ,１９０万５ ,０００円とするものです。

歳入では交通安全対策特別交付金２４万５ ,０００円、分担金及び負担

金４ ,８４８万９ ,０００円、使用料及び手数料２万円、国庫支出金３ ,７０３
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万３ ,０００円、県支出金９３６万４ ,０００円、寄附金９ ,９００万円、繰入金２

億６ ,０８３万６ ,０００円、諸収入１２６万５ ,０００円、町債１億７４０万円を

減額し、歳出では、議会費２９万円、総務費２億３ ,１４３万７ ,０００円、民生

費４ ,１２７万９ ,０００円、衛生費１ ,８４８万２ ,０００円、労働費２万円、農林

水産業費４６５万１ ,０００円、商工費１００万円、土木費２億３ ,５３０

万３ ,０００円、消防費４９０万円、教育費２ ,０５８万２ ,０００円、交際費５７０

万８ ,０００円を減額するものです。また、繰越明許費は第２表に、地方債の補

正は第３表のとおりであります。  

 次に、議第２０号令和７年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５

号）については、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３ ,２９６

万１ ,０００円を追加し、歳入歳出予算総額をそれぞれ８億５ ,５６４万９ ,０００

円とするものです。歳入では、県支出金３ ,３３７万６ ,０００円、国庫支出金２

万７ ,０００円を追加し、繰入金４４万２ ,０００円を減額するものであります。

歳出では、保険給付費３ ,３４３万６ ,０００円を追加し、総務費４７万５ ,０００

円を減額するものです。  

 次に、議第２１号令和７年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）

については、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１０１万円を減

額し、歳入歳出予算総額をそれぞれ７億７ ,７７８万７ ,０００円とするものです。

歳入では繰入金、歳出では総務費にそれぞれ１０１万円を追加するものです。  

 次に、議第２２号令和７年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第４号）については、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６

万２ ,０００円を減額し、歳入歳出予算総額をそれぞれ１億１４０万８ ,０００円

とするものです。歳入では繰入金から、歳出では総務費からそれぞれ６

万２ ,０００円を減額するものであります。  

 次に、議第２３号令和７年度豊郷町水道事業会計補正予算（第５号）について

は、第２条収益的支出のうち、支出、第２２款水道事業費用の既決の予定額

に１９万８ ,０００円を追加し、総計を２億１ ,１７２万７ ,０００円とするもので

す。  

 最後に、議第２４号令和７年度豊郷町下水道事業会計補正予算（第４号）につ

いては、第２条収益的支出のうち、支出、第５１款下水道事業費用の既決の予定

額に５万２ ,０００円を追加し、総額を３億７ ,０４４万１ ,０００円とし、第３条

資本的収入及び支出のうち、収入、第６１款資本的収入の既決の予定額か

ら４０４万５ ,０００円を減額し、総計を１億９３９万８ ,０００円とし、支出、

第７１款資本的支出の既決の予定額から５０９万１ ,０００円を減額し、総計
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を１億７ ,２２０万８ ,０００円とするものです。  

 以上、第１９号から議第２４号までを一括してご説明いたしました。ご審議の

ほどよろしくお願い申し上げます。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑は一括して行います。質疑はありませんか。  

今村議員  はい、１２番。  

中島議長  １２番、今村議員。  

今村議員  議第１９号令和７年度豊郷町一般会計補正予算（第７号）について質疑を行い

ます。  

 まず、ページ数１３ページ、土木費国庫補助金の部分で、土木費補助金が今回、

住宅建築物耐震改修等事業補助金１８６万５ ,０００円減額、社会資本整備総合

交付金も５ ,８５０万減額となっていますので、その内訳を説明してください。  

 続いて、１５ページです。款１７寄附金の目２の総務費寄附金、豊郷小学校旧

校舎活用寄附金で３００万の減額、１６ページに移って、ふるさと応援寄附

金９ ,７００万の減額、まち・ひと・しごと創生活用事業寄附金は、プラスで１００

万、これについても内訳、どういう中身でこうなったのか説明してください。  

 続いて、２０ページ。２０ページの目の９の交通対策費の中で、１８番負担金

補助金及び交付金のところで、防犯灯設置事業費補助金が１１万５ ,０００円減、

それと、その下の下の防犯カメラ設置事業補助金４万４ ,０００円の減、これは、

どういう減なのか。それと防犯灯につきましては、町内にある町が関与してやっ

ている防犯灯で、全体でＬＥＤ化はどのくらい進んだのか。そのことも説明をお

願いいたします。  

 続いて、２３ページ。２３ページの目の２老人福祉費の中で、在宅老人給食サ

ービス事業補助金が減額４万４ ,０００円、地域見守り事業費補助金が１５万円

減額、在宅高齢者支援助成金が９０万減額、これについても内訳を説明してくだ

さい。  

 続いて、２８ページです。２８ページ、ここに、いきがい協働センター施設費

で６番、目６のところにありますが、旅費で費用弁償が１０万３ ,０００円減額

になっておりますが、この減額理由を説明してください。  

 ２９ページ、ここで目２の道路橋梁費の部分で、ここには、減額は入札残も含

めてあると思うんですけど、大きいところから工事請負費で社会資本総合事業

費が１億１ ,１５０万、それから緊急自然災害防止対策事業費９ ,５９４

万７ ,０００円、委託料が、それぞれ残が残っておりますが、その下の補償補塡

及び賠償金で移転補償費２００万の減、橋梁長寿命化修繕計画策定点検委託料

も減２００万になっておりますが、この設計委託料の減も執行、入札残かなと思
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いますが、内訳は説明してください。  

 以上です。  

地域整備課長  議長。 

中島議長  山田地域整備課長。 

地域整備課長  今村議員の質疑にお答えします。  

 まず、１３ページです。建物耐震改修など事業補助金の１８６万５ ,０００円

の減なんですけども、年度ごとに２件ずつ、昭和５６年以前の建物の耐震補強の

診断と計画の事業を実施しておりまして、１件、その改修案で改修したいという

相談がありましたので、１００万円ほど事業を見ていたんですけども、なかった

ので、その分が減となっております。  

 あと次に、社会資本総合交付金なんですけども、吉田秦荘線の工事を今計画し

よるんですけども、当初１億２ ,０００万の補助金を申請していたんですが、実

際ついたのは２ ,０００万ほどでしたので、事業ができないということで、次の

年に繰越ししていくということで、次の年に申請をし直しているということで

ございます。  

 次に、２９ページの２、道路橋梁費の委託の方から順次説明していきます。橋

梁長寿命化修繕計画策定と詳細点検委託料につきましては、これは入札残でご

ざいます。それと、社会資本整備事業の委託費は、事業費がつきませんでしたの

で、設計ができなかった分の減でございます。  

 次に、１４の工事費です。社会資本総合整備事業費は、今言いました吉田秦荘

線・愛知川線の分の工事、補助金がつかなかった分の減です。緊急自然災害防止

対策事業費は、旧８号線の歌詰橋の護岸護床ブロックの予算を多めに見ていま

したので、その分の残となっております。  

 次、移転補償費、２１の移転補償費です。これも、吉田秦荘線の拡幅で今土地

を買っているんですけども、その分の残でございます。  

 以上です。  

総務課長兼 

企画振興課長  議長。 

中島議長  清水総務課長。 

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えをさせていただきます。  

 私の方は１５ページの一番下と１６ページ一番上、寄附金の部分でございま

す。この寄附金につきましては、９月、１０月からの制度変更前の９月の時点で、

非常に多くの寄附を頂いておりましたので、このペースでいけば５億数千万に
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はなるんではなかろうかということで、６億円まで増額をさせていただきまし

たが、２月末現在で４億４ ,０００万ほどということで、思った以上に１２月の

駆け込みがございませんでしたので、今回１億円落とさせていただくものでご

ざいます。それで、ふるさと応援寄附金と豊小旧校舎活用寄附金とで、毎年の割

合でいきますと大体３％程度が旧校舎の基金になりますので、この１億のう

ち３％分を旧校舎の方で、残りの方をふるさと応援寄附金で落とさせていただ

くということで計算をしております。  

 それと、３行目のまち・ひと・しごと創生寄附活用事業については、これにつ

きましては、企業版ふるさと納税で１００万円寄附のお申出がありましたので、

それを予算化するものでございます。  

 続きまして、２０ページの交通対策費の９交通対策費の１８負補交の部分で

ございます。防犯灯設置補助金と防犯カメラ設置事業補助金、これにつきまして

も、各字からの要望をいただいた事業を予算化しておりましたが、それぞれ字の

方で事業を実施され、残った分を今回減額するものでございます。町内の町設置

の分のＬＥＤ化につきましては、一部まだ蛍光灯の部分が残っておりますが、壊

れたものから順次ＬＥＤ化を進めておりまして、ほぼほぼＬＥＤ化されている

というふうに認識をしております。  

 以上です。  

保健福祉課長  はい、議長。 

中島議長  辰見保健福祉課長。 

保健福祉課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えいたします。  

 私からは、２３ページの民生費、社会福祉費、目老人福祉費についてでござい

ます。  

 まず、在宅老人給食サービス事業補助金と地域見守り事業費補助金につきま

しては、各字から申請が上がってまいりましたものの執行残でございます。実績

に伴う執行残でございます。在宅高齢者支援助成金につきましては、補正でござ

いましたが、１ ,２００件見込んでおりましたが、実績が１ ,０５４件でございま

したので、実績に伴い減額しております。  

 以上でございます。  

産業振興課長  はい、議長。 

中島議長  岡村産業振興課長。 

産業振興課長  今村議員のご質疑にお答えをいたします。  

 私の方につきましては、２８ページの目いきがい協働センター施設費の旅費

の減についてですけれども、こちらの方、いきがい協働センターで雇っておりま
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す職員の通勤費に不用分が出たので、減額したものでございます。  

 以上です。  

中島議長  ほかに質疑はございませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 お諮りいたします。  

 会議規則第３９条の規定により、議第１９号令和７年度豊郷町一般会計補正

予算（第７号）を予算決算常任委員会に、議第２０号令和７年度豊郷町国民健康

保険事業特別会計補正予算（第５号）を文教民生常任委員会に付託いたしたいと

思います。  

 これにご異議ございませんか。  

議  員  異議なし。 

中島議長  異議なしと認めます。よって、議第１９号を予算決算常任委員会に、議第２０

号を文教民生常任委員会に付託することに決しました。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。  

 これより議第２１号に対する討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第２１号令和７年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算（第５

号）を採決いたします。  

 賛成の諸君は起立願います。  

議  員  （起立、全員） 

中島議長  全員起立であります。よって、議第２１号は原案のとおり可決されました。  

 これより議第２２号に対する討論を行います。討論はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  討論なしと認め、討論を終結いたします。  

 これより議第２２号令和７年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第４号）を採決いたします。  

 賛成の諸君は起立願います。  

議  員  （起立、多数） 

中島議長  起立多数であります。よって、議第２２号は原案のとおり可決されました。  

 お諮りいたします。  

 会議規則第３９条の規定により、議第２３号令和７年度豊郷町水道事業会計

補正予算（第５号）及び議第２４号令和７年度豊郷町下水道事業会計補正予算
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（第４号）を総務産業建設常任委員会に付託いたしたいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  

議  員  異議なし。  

中島議長  異議なしと認めます。よって、議第２３号、議第２４号を総務産業建設常任委

員会に付託することに決しました。ご審議のほどよろしくお願いいたします。  

 日程第２６、議第２５号令和８年度豊郷町一般会計補正予算から日程第３１、

議第３０号令和８年度豊郷町下水道事業会計予算までを一括議題といたします。 

 町長、提案理由の説明を求めます。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  議第２５号令和８年度豊郷町一般会計補正予算から議第３０号令和８年度豊

郷町下水道事業会計予算までの一般会計、各特別会計及び各事業会計の予算を

編成いたしましたので、一括してご説明申し上げます。  

 国の令和８年度の地方財政対策では、物価高の中で経済、物価動向等を適切に

反映するとともに、社会保障関係費や人件費、いわゆる教育無償化に係る地方負

担の増等を歳出に計上され、地方が様々な行政課題に対応し、行政サービスを安

定的に提供できるよう、地方交付税等の一般財源総額についても、令和７年度

を３兆７ ,３６４億円上回る額を確保して対応することとされたところでありま

す。一方で本町の財政状況、あるいは６年度決算において、普通交付税が再算定

交付により３ ,１５０万円増加したものの、町税が１ ,４０４万円減少したこと及

び歳出の人件費が人勧により大幅に増加したこと等により、経常収支比率

は９１ .６％と悪化しました。こうした中にあって、各種基金積立、継続的、安

定的財政運営のため健全性を一定確保したところでありますが、３か年平均の

経常収支比率は昨年度に比べ、財政指標の悪化が見られるため、今後も堅実な財

政運営を行っていく必要があります。以上のことから令和８年度当初予算の基

本方針は、第５次豊郷町総合計画に掲げる基本目標実現に向け、各基本目標にお

ける現状と課題を再点検し、着実かつ積極的な事業展開を推進するとともに、本

町の町の将来像である「一生青春 みんなで安心 元気なまち」の実現に向け、

さらなるステップとなるよう町民と行政が一体となって、一歩先行く豊郷町を

築き上げていくこととしました。このような方針で編成いたしました令和８年

度の当初予算ですが、一般会計では旧８号線に（歌詰橋）整備工事の完了及び防

災行政無線長寿命化事業の完了に伴う普通建設事業費が減少により、対前年度

比１億４ ,９００万円、２ .７％の減の５４億２ ,１００万円となりました。  

 次に、特別会計については、国民健康保険事業では、診療報酬の改定による療
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養給付費の増及び子ども・子育て支援納付金制度創設による納付金の増により

予算額が増加、同じく後期高齢者医療保険事業でも、診療報酬の改定による影響

で広域連合への納付金が増加するため、対前年度当初比２ ,６５２万７ ,０００

円、３ .５％の増の１７億３ ,５５７万２ ,０００円となりました。  

 次に、事業会計につきましては、水道事業会計では、給水戸数２ ,６４１戸、

年間総給水量７９万５１立方メートル、１日平均給水量２ ,１６５立方メート

ル、１日最大給水量２ ,５６４立方メートルを予定しております。  

 最後に、下水道会計では、接続戸数２ ,６５０戸、年間総配水量１０２

万７ ,４７３立方メートル、１日平均配水量２ ,８１５立方メートルを予定してお

ります。  

 以上、議第２５号令和８年度豊郷町一般会計予算から議第３０号令和８年度

豊郷町下水道事業会計予算までの一般会計、各特別会計及び各事業会計につい

てご説明申し上げました。詳細につきましては、各担当課長から補足説明をさせ

ますので、ご審議のほどよろしくお願い申し上げまして、提案説明といたします。 

総務課長兼 

企画振興課長  はい、議長。 

中島議長  はい、清水総務課長。 

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、私の方からは、議第２５号令和８年度豊郷町一般会計予算について

補足説明をさせていただきます。令和８年度当初予算案、主要施策の概要を用い

て説明をさせていただきますので、そちらをご覧ください。  

 まず、歳入については、４ページから５ページになります。主な増減について

は、町税が個人住民税と固定資産税の増加により２ ,２２１万３ ,０００

円、２ .２％の増になります。一方で、分担金及び負担金については、歌詰橋の

工事完了に伴い、１億３ ,８９３万円、９０ .７％の減、町債も歌詰橋と防災行政

無線の長寿命化事業の完了に伴い、１億９ ,５３０万円、７２ .５％の減となって

おります。自主財源及び依存財源の構成比については、自主財源比率が０ .９ポ

イント減少をしました。  

 次に、歳出については、６ページから９ページになります。主な増減は総務費

が、電算システムの標準化により２億１ ,３１５万１ ,０００円、１９ .８％の増、

農林水産業費が、龍ケ池揚水機場の改修工事関連で２ ,７１６万６ ,０００

円、３４％の増、一方で、土木費が、歌詰橋の工事の完了により３億５ ,０９０

万４ ,０００円、４４ .２％減、消防費が、防災行政無線の長寿命化の完了によ

り５ ,１５２万２ ,０００円、２３ .６％の減となっております。また、特に９ペー
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ジの表の一番上の人件費においては、月例給の引上げや地域手当の２％か

ら４％への引上げ等により７ ,１９１万１ ,０００円、６ .３％の増となり、１２

億１ ,０５４万１ ,０００円となりました。令和６年度に初めて１０億円を超えた

とご説明をさせていただきましたが、それから僅か３年で２億円以上が増加す

るという非常に厳しい状況となっております。  

 また、１３ページの基金残高の状況ですが、人件費の増や電算システムの標準

化等で多額の一般財源が必要となることから、財政調整基金の大幅な取崩しを

行う必要があり、年度末残高の見込みは１億１ ,６３６万１ ,０００円となり、楽

観を許さない非常に厳しい財政運営を行う必要があります。  

 以上、簡単ではございますが、令和８年度一般会計予算の補足説明とさせてい

ただきます。  

医療保険課長  議長。  

中島議長  小西医療保険課長。  

医療保険課長  それでは、議第２６号令和８年度豊郷町国民健康保険事業特別会計予算につ

いて説明いたします。  

 歳入では８ページ、款３県支出金、項１県補助金、目１保険給付費等交付金６

億２ ,２１７万２ ,０００円、前年度から１８３万３ ,０００円の増額ですが、歳出、

款２保険給付費の増に伴う普通交付金の増となります。９ページ、款５繰入金、

項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入金７ ,９９３万６ ,０００円、前年度か

ら２５１万９ ,０００円の減額ですが、主に保険給付費、出産育児一時金にかか

る費用の一部を一般会計から繰り入れておりましたが、令和８年度から後期高

齢者医療制度が出産育児一時金に係る費用の一部を支援する仕組みへと全面的

に導入されることに伴い廃止されました。  

 歳出では１６ページ、款３国民健康保険事業費納付金、項１医療給付費分１

億５ ,３３８万４ ,０００円、項２後期高齢者支援金等分４ ,８４４万３ ,０００円、

項３介護納付金分１ ,６３９万円、項４子ども・子育て支援納付金分４２９

万６ ,０００円については、令和８年度の県納付金算定の仮係数の結果によるも

のです。本予算については、令和８年度の仮係数に基づき計上しております。今

後確定係数に基づく予算にする必要があるため、補正予算を計上する予定です。

併せて、国民健康保険税につきましても、本議会に上程しております国民健康保

険税条例の一部を改正する条例案の議決がいただけましたら、併せて補正予算

を計上する予定です。  

 続きまして、議第２７号令和８年度豊郷町介護保険事業特別会計予算につい

て説明いたします。  
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 歳入では３７ページ、款７繰入金、項２基金繰入金、第９期介護保険事業計画

に基づき、９６０万円ならびに給付費不足分として５５２万円、介護給付準備基

金を一部取り崩しております。  

 歳出では３２ページ、款２保険給付費につきましては７億２８２万５ ,０００

円、前年度から３３３万３ ,０００円の減額ですが、給付実績に基づく給付費推

計によるものとなります。  

 ４５ページ、款５諸支出金、項２繰出金１３７万５ ,０００円につきましては、

包括的支援事業・任意事業の一部を一般会計で予算計上しておりますので、第１

号被保険者保険料の相当分でございます。  

 続きまして、議第２８号令和８年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計予算

についてご説明申し上げます。  

 歳入では５８ページ、款１後期高齢者医療保険料、項１後期高齢者医療保険料、

現年度分７ ,９５５万２ ,０００円、滋賀県後期高齢者医療広域連合から示されま

した負担金に基づき計上しております。  

 続きまして、歳出では６１ページ、款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１

後期高齢者医療広域連合納付金１億２６０万２ ,０００円につきましても、後期

高齢者医療広域連合から示されました負担金に基づき計上しております。  

 私からは以上となります。  

上下水道課長  議長。  

中島議長  中山上下水道課長。  

上下水道課長  それでは、議第２９号令和８年度豊郷町水道事業会計予算についてご説明い

たします。説明は、７ページ以降に予算計画説明書が詳細に記載されていますの

で、こちらから説明します。  

 ７ページ、収益的収入では、款２１水道事業収益の主な内容は、項１営業収益、

目１給水収益１億２ ,９８７万２ ,０００円は水道使用料、仮設水道使用料、目３

その他営業収益６１９万１ ,０００円は水道加入金５６６万５ ,０００円など、

項２営業外収益、目３補助金２ ,４０６万円は、職員給与費相当額を一般会計か

ら繰入れ、目４他会計負担金５５０万５ ,０００円は、建設改良費について発行

された企業債に係る利子償還金の２分の１を一般会計から繰出基準に基づき繰

入れ。  

 ８ページ、収益的支出では、款２２水道事業費用、項１営業費用、目１原水及

び浄水費５ ,８４８万１ ,０００円の主な内容は、節６委託料３ ,３４４万のうち、

上水管理業務１ ,１８８万、メーター検針業務３７４万１ ,０００円、電気計装機

器及びろ過機点検業務９５４万８ , ０００円、メーター交換業務３９２
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万９ ,０００円を計上、節８修繕費４２３万５ ,０００円は、配水管、給水管の漏

水の修繕、浄水場内の設備修繕費。  

 続いて９ページ、１０ページ、総係費３ ,０１３万２ ,０００円のうち、節１６

委託料として、公営企業会計に係る相談業務や監査業務に対する会計支援業

務１６５万円。  

 続いて、１３ページ、資本的収入、款２資本的収入の主な内容は、項１企業

債４ ,９９０万は、南部浄水場場内配管布設替工事のための借入れ、同じく項２

負担金、目１他会計負担金４ ,３１１万９ ,０００円は、繰出基準に基づく元金償

還金の２分の１を一般会計から繰入れ、１４ページ資本的支出では、款２４資本

的支出、項１建設改良費、目４配水管設備改良費、節０１委託料３、１ ,５１０

万１ ,０００円は北部浄水場新設井戸試掘調査業務、節２改良工事費７ ,９５４

万７ ,０００円のうち、水道施設機器更新工事１ ,４６７万４ ,０００円、北部浄水

場取水濁度計更新工事１ ,１３９万６ ,０００円、南部浄水場内場内配水管布設替

工事４ ,９９２万７ ,０００円を計上しております。  

 続いて、議第３０号令和８年度豊郷町下水道事業会計予算についてご説明い

たします。こちらも説明は、７ページ以降の予算計画説明書が詳細に記載されて

いますので、こちらから説明いたします。  

 ７ページ、資本的収入では、款４１下水道事業収益、項１営業収益、目１下水

道使用料１億４ ,７１９万９ ,０００円、目２雨水処理負担金５６２万７ ,０００円

を計上。続いて、項２営業外収益、目２他会計負担金５ ,１８６万８ ,０００円は、

繰出基準に基づき繰入れ、目３他会計補助金３ ,６８７万６ ,０００円は、職員の

給与費相当額の一般会計からの繰入れ。  

 ８ページ、収益的支出では、款５１下水道事業費用、項１営業費用、目１管渠

費２ ,９０８万８ ,０００円の主な内容は、節１５委託料２ ,４９６万３ ,０００円

のうち、下水道本管の管路清掃及びマンホール目視調査５７２万円、管路の内部

状況を調査するための本管カメラ調査５５０万円、下水道台帳更新業務６９１

万９ ,０００円を計上。  

 １０ページ、目２節１５委託料は公営企業会計に係る相談業務や監査業務に

対する会計支援業務１６５万円を計上。目３流域下水道管理運営負担

金７ ,４９０万２ ,０００円は、滋賀県の汚水処理施設である浄化センターへの汚

水処理負担金。  

 １２ページ、資本的収入、款６１資本的収入、項２企業債、目１建設改良企業

債６ ,５５０万円は、下水道事業債２ ,０６０万、資本費平準化債４ ,４９０万、項５

負担金、目３他会計負担金３ ,１４８万５ ,０００円は、繰出基準に基づき、一般
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会計からの繰入れ。  

 １３ページ、資本的支出では、款資本的支出、項１建設改良費、目１管渠築造

費１ ,４９１万６ ,０００円のうち、節１１委託料、管渠施設布設替詳細設計委託

業務１ ,００６万５ ,０００円、安食西管渠耐震化工事積算１６６万１ ,０００円を

計上。目２流域下水道建設費１ ,８３４万８ ,０００円は、松原の汚水処理浄化セ

ンターの更新改良、また、地域内の管渠工事などに係る流域下水道建設事業市町

負担金を計上しております。  

 以上、主な内容を説明いたしました。ご審議くださいますようよろしくお願い

いたします。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑は一括して行います。質疑はありませんか。  

今村議員  はい、１２番。  

中島議長  １２番、今村議員。  

今村議員  それでは、議第２５号令和８年度豊郷町一般会計予算に対する質疑を行いま

す。  

 ３３ページ、ここで、款１５財産収入、項２財産売払収入、目１不動産売払収

入、これは昨年度よりも減額予算になっておりますが、節の方で１土地売払収

入４１万８ ,０００円、町有地売払収入、２建物売払収入２８万９ ,０００円、建

物、これにつきまして、この内訳を説明してください。  

 続いて４７ページ。４７ページで４６から目５の財産管理費の方で４７ペー

ジに入りまして、１７番の備品購入費のところで、公用車７４１万３ ,０００円

とありますが、これはどういう公用車になるんでしょうか。説明をお願いいたし

ます。  

 次は、６９ページです。続きまして、６９ページの目１の児童福祉総務費の中

で、６９ページに入りまして、７番報償費の中で、虐待対応強化支援員謝金と書

いてあるんですが、３７４万７ ,０００円、この支援員の方の７年度の活動実績、

どういう中身でしていただいておられるのか、その活動実績の報告をお願いい

たします。  

 それから、１２番委託料、子育て支援短期入所事業委託料が３８万７ ,０００

円、これはどこに委託されるのか。そして、その下の下で、人材紹介委託料２６０

万、これも委託先はどこでしょうか。次の人材派遣委託料が１ ,６６０

万８ ,０００円、これにつきましても、どこに委託を計画されて予算化している

のか説明してください。  

 そして、８２ページですね。８２ページの目２のじんあい処理費の中で、１２

番委託料で４ ,３６９万５ ,０００円、一般廃棄物収集運搬処理業務委託料という
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ことでこの金額が上がっておりますが、一般廃棄物で、いろいろあると思うんで、

どこに委託をしているのか、全部、何を収集してもらっているのか説明をお願い

いたします。  

 続きまして、次は９０ページですね。９０ページの道路橋梁費、目２の、そこ

で、１４番工事請負費の字要望道路整備事業費１９４万１ ,０００円、交通安全

施設整備事業５２８万、社会資本総合整備事業費１億２ ,５００万、公共施設等

適正管理推進事業費１ ,３５２万３ ,０００円、これの概要、どういうのをなさる

のか説明してください。  

 それと、１６番の公有財産購入費ということで８０２万、用地買収費とありま

すが、どういう用地買収なのか説明をお願いいたします。  

 次は、９７ページ、目３の教育振興費の中で、７番報償費で、地域教育課題特

別対策事業対象職員活動費というの１２７万１ ,０００円、この活動費の内容と

誰にそれをお願いしているのか説明してください。  

 以上です。  

人権政策課長  議長。  

中島議長  西山人権政策課長。  

人権政策課長  今村議員のご質疑にお答えいたします。  

 私の方からは、３３ページ、不動産売払収入、１土地売払収入と２建物売払収

入であります。これにつきましては、当町の改良住宅三ツ池団地１棟の売払いを、

譲渡を考えております。  

 以上です。  

総務課長兼 

企画振興課長  はい、議長。 

中島議長  はい、清水総務課長。 

総務課長兼 

企画振興課長  私の方からは４７ページ、総務費の財産管理費の１７備品購入費の公用

車７４１万３ ,０００円の部分でございます。これについては、町長用公用車の

乗換えを計画しております。  

 以上です。  

保健福祉課長  はい、議長。 

中島議長  辰見保健福祉課長。 

保健福祉課長  それでは、今村議員のご質疑にお答えいたします。  

 私からは、６９ページの児童福祉総務費の報償費、虐待対応強化支援員の謝金

についてでございます。７年度の活動実績としましては、主に県のソーシャルス
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クールワーカーの先生に来ていただきまして、週に１回から３回ぐらいの、月に

よっては変わりますけれども、来ていただいて、学校や家庭への訪問等の相談等

に乗っていただいております。  

 以上でございます。  

住民生活課長  議長。  

中島議長  森住民生活課長。  

住民生活課長  私の方からは、８２ページになります。じんあい処理費の上段の１２委託料、

一般廃棄物収集運搬処理業務委託料です。こちらの方につきましては、燃えるご

み、燃えないごみ、ペットボトル、粗大ごみ、小型家電、新聞、雑誌、段ボール

等の資源ごみ、布団等になりまして、蛍光灯等になりまして、事業所につきまし

ては、令和７年度については、町内の芝佐、ヤマダ油脂、そのほかイーサービス

や、蛍光灯については野村興産等になります。  

 以上です。  

教育次長  議長。  

中島議長  西山教育次長。  

教育次長  それでは、今村議員のご質疑にお答えします。  

 私の方は、まず６９ページの人材紹介委託料と人材派遣委託料の件ですけど

も、人材紹介委託料につきましては、こちらにつきましては、まだ現時点で決ま

っておりません。紹介の方を受けた方をうちの方で雇用しますので、この場合、

今のところありませんので、業者としては決まっておりません。人材派遣の委託

につきましては、今２社の方から人材派遣、令和８年４月１日から人材派遣の方

を予定しております。合計３名分です。  

 続いて、９７ページの款１教育費の教育振興費の報償費、地域教育課題特別対

策事業対象職員活動費につきましては、こちら学校教育課長と隣保館におりま

す指導主事の県の教員の割愛の方の給与差額分の方を１年間分で支給している

金額となっております。  

 以上です。  

地域整備課長  議長。  

中島議長  山田地域整備課長。  

地域整備課長  今村議員の質疑にお答えします。  

 ９０ページの２道路橋梁費、１４工事請負費です。まず、上から順に説明して

いきます。字要望道路の箇所はということですので、沢の里道となっております。 

 次に、交通安全施設整備事業の箇所はということなんですけども、各字から要

望があった箇所と、今、区画線が大分消えていますので、それを中心に今引いて
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いるということでございます。  

 次に、社会資本総合整備事業費なんですけども、これは、先ほど補正で落とし

た吉田秦荘線、吉田愛知川線の工事費を今回も１億以上国に要望しております

ので、それが通ったときの工事費を見ております。  

 次に、公共施設など適正管理推進事業費は、計画的に舗装の修繕を行っており

ます。今回は大町矢り木線と沢下枝線、安食線の３か所となっております。  

 次に、１６番の公有財産購入費なんですけども、四十九院の防災道路に係る用

地買収、１４筆と雨降野の公民館前の拡幅工事を今予定しておりますので、それ

の１筆です。  

 以上です。  

中島議長  ほかに質疑はございませんか。  

鈴木議員  議長。  

中島議長  はい、鈴木議員。  

鈴木議員  それでは、議第２５号令和８年度豊郷町一般会計予算に対する、２点だけ質疑

をさせていただきます。  

 １点は先ほどからずっと議論になっていますが、令和８年度予算を編成する

に当たって、財政調整基金を約４億ほど取崩しされていると。その分が先ほど可

決となりました、ほぼ基金を取り崩した３つの部分とほぼ同額になる。予算では、

来年度の基金の残高見込みが１億ということで、片方で、全県の中ではまだ健全

な財政をしながら、期首財政が少なくなっているという状況があると、人件費が

大幅に増加しているという状況から見れば、やはり町行政としていかにして、自

分のところの自主財政を獲得していくかというのは基本方針で、やっぱり町行

政の運営の方針として示されるべきだと思うんです。厳しいのは、総務課長から

よく言われます。確かに人件費がもう２年で超えて、そういうのはそれは理解し

ますし、国の方針が変わってきていると。例えば国は、今の国であれは２月に補

正予算を組みますから、ほとんどそれが繰越明許にならざるを得なくて、この当

初予算には表れませんけども、繰越予算の事業はもう数億になりますよね。それ

を実際の事業としてはあるわけで、当初予算とはまた別にですよ。だからそうな

ってくると、うちの町をどうして、町長よくおっしゃっている、持続的、継続的

な町行政運営をしていくのかというのは、まさにわが町に与えられた根本的な

課題だと思うんですね。そこを突破していく、どう突破していくかというのも、

議会も町民も行政も含めてこれから議論をしていく必要があるというのが、今

年度の当初予算で明らかになった課題だと思うんですが、その点について町の

方で、そこのところ突破していく行政の方針、運営、その辺のところを今どう考
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えておられるのかね。だから、それを突破していくような基本的な行政方針を出

すような協議会というか議論をする、そういう場を作っていくべきではないか

というふうに、先ほどから議論を聞いてきて思うんですが、お考えをお聞かせ願

いたいというのが１点です。  

 もう１点だけ、１点は８０ページです。この主要施策の概要では、後期高齢者

健康づくり支援事業というふうになっていまして、ここと違うんですが、それは

高齢者のフレイル予防を目的に「後期になっても一生青春事業」を実施している。

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施のために必要な支援を行うという

ので上げられていまして、この予算が５０万６ ,０００円です。この８０ページ

で見ますと、５０万６ ,０００円は業務委託料になっているんですが、どこにど

のような内容の業務を委託されているのか。それからもう１点、一番最初、委託

料の上に健康診断委託料２７３万９ ,０００円がありますので、これも併せて、

その委託先とどのような業務を、何を委託されているのか説明をお願いしたい

と思います。  

総務課長兼 

企画振興課長  はい、議長。 

中島議長  清水総務課長。 

総務課長兼 

企画振興課長  それでは、鈴木議員のご質疑にお答えをさせていただきます。  

 議員のおっしゃるとおり、国の補正予算で年が明けてからたくさん補助金が

来たりしまして、補正予算を組ませていただいて、繰越しをさせていただいてと

いうことで事業を行っているものもかなりあります。私どもとしましても、やは

り年度年度でやりたいという部分はございますけれども、やはり国の都合なの

で、こちらとしても、それに従っていかなければならないという部分もございま

すので、ご理解をお願いしたいと思います。ただ、あと、ほかの歳入に関して、

いろいろ事例をということで協議会等でお話ということでございましたけれど

も、町の歳入につきましても、なかなか町の裁量で増やせられるものというと、

もう非常に限られた部分になってきます。代表的な部分で言いますとふるさと

納税かなぐらいには思うんですけれども、それ以外の部分については、なかなか

町の裁量で歳入を増やしにいくのは難しいんではないかというふうに思ってい

ます。ふるさと納税については、つい先週でしたかも、京丹後市でふるさと納税

担当されておられる方を講師にお招きして、豊郷でいかに増やせるかというと

ころを勉強させていただいたり、中でこういうところに力を入れたらもう少し

増えていくんではないかというアドバイスを頂いたりもしましたので、今後、来
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年度に向けて、何とか来年は５億を超えたいと思っていますし、もっともっと増

やしていければというふうに考えております。そういうことでございますので、

総合的に勘案しまして、協議会等で設置して協議をする場というのは、今現在の

ところは考えていないということでございます。  

 以上です。  

伊藤町長  はい、議長。  

中島議長  伊藤町長。  

伊藤町長  それでは、鈴木議員さんの質疑にお答えいたします。  

 豊郷町は不思議なところがありまして、ずっと給料が上がらないとか、そうい

う停滞しているときには、税収が徐々に上がってきているところがありますけ

れども、それが社会が景気がよくなって、企業の利益が上がってくると、何か今

年の去年の税収でも下がっているというような。個人が主がほとんどの大体状

況の財政運営がなっているように思います。それと、国の方も必要財源を当初で

組んで、あと補正で組むと。まず教育的なもんですと、２ ,０００億円ぐらいも

し組むとしたら、当初は６００億円ぐらいしか、あと１１月、１２月の補正

で１ ,４００万、要するに３倍ほどのもんを１１月か１２月を通して、次年度に

繰り越すとか、ハード的な道路、橋等も橋梁等もこういう形のこれ国全体が途中

から、何かこういうふうな形で当初よりか後の方で組んでいくっちゅう形のに

流れてきておりますので、なかなか町の方としても、当初でほんまに付くか分か

らんような状況が今続いているところでもございます。  

 それと、先ほど総務課長が申しましたように、自主財源をどこで確保していく

かっちゅうのは大変難しい問題がありますので、ただ、ふるさと納税でもいろん

な形の中で、ただこれ、うちは企業さんがやっぱりないっちゅう弱みがあって、

やっぱり企業さんがあると、そのものが大きくウエートを占めております。しか

しながら、そういう中でも、商売やっておられる皆さん方の協力によって、ずっ

とそこそこ健闘はしてきたんですけれども、やっぱりよそが努力してきよると、

なかなかうちは伸びがないっちゅうのがこれ現状でして、また、いろいろな面で

皆さん方からもご意見いただきたいな、このように思っていますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。  

医療保険課長  議長。  

中島議長  小西医療保険課長。  

医療保険課長  鈴木議員のご質疑にお答えさせていただきます。  

 当初予算、８０ページでございます。老人保健事業費の委託料、健康診断委託

料につきましては、後期高齢者医療保険の加入の方に係ります健康診断の委託
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料、病院等で委託しております経費となっております。  

 続きまして、一生青春事業評価及び業務改善支援業務委託料５０万６ ,０００

円でございます。こちらにつきましては、合同会社生活習慣病予防研究センター

の方に委託を行いまして、体験型セミナーの募集方法でありましたりとか、評価

につきまして、包括的なアドバイスの方を頂戴しておりますので、そちらの方を

委託している事業費となっております。８年度につきましても、事業を継続させ

ていただく方向でございますので、委託料の方を計上させていただいておりま

す。  

 以上でございます。  

中島議長  ほかに質疑はありませんか。  

西澤議員  議長。  

中島議長  西澤議員。  

西澤議員   ４８ページの負担金補助金及びで、その中で近江鉄道線管理機構負担金

の１ ,６５１万あります。これは、５市５町が協力して、近江鉄道上下分離の関

係でやっていると思うんですけども、ここ最近、情報等で黒字が出ているという

話を聞いております。この関係は、確か１０年の関係かなと思うんやけども、今

後こういう黒字が出てきた場合、５市５町は協力していることですので、近江鉄

道は今までから赤字ばっかりやというのは新聞等でも出ていました。こういう

なことについて黒字が出た場合に、５市５町が負担金を毎年払っているんです

けども、その点について、そういう黒字になった場合の還元とか、どういうよう

な形で進めていかはんのか分からんけども、その辺についてお答え願いたいと

思います。  

 あともう１点ですけど、介護保険の関係ですけども、今回文教には行きません

ので、今後の介護保険の施策として、４０歳以上から介護がかかって、豊郷町は

細分化ということで１８、１３になっております。今後、介護保険について、ど

この市町村も高くなろうと思うんだけども、豊郷町は全体数０の、５段階のとこ

ろか、あそこでは、今後、今６ ,８００円かそんなもんやと思うんやけども、今

後、今年、今年度、来年度に向けてどのような形になんのか、また、行政として

それを抑えていくにはどのような形で進めていくのか、お願いしたいと思いま

す。  

 以上です。  

総務課長兼 

企画振興課長  はい、議長。 

中島議長  はい、清水総務課長。 
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総務課長兼 

企画振興課長  それでは、西澤議員のご質疑にお答えをさせていただきます。  

 近江鉄道の関係ですけれども、近江鉄道の上下分離をするときの最初の約束

で、黒字が出てきたら、黒字分の一定額は管理機構に寄附という形で、近江鉄道

から５市５町、県も含めて戻してもらうというような約束になっています。去年

につきましても黒字が出ましたので、管理機構の方に一定額、寄附でされており

ますし、今年度も先頃新聞で黒字が出る見込みやと載っていましたので、その中

から一部分は除いて管理機構に寄附をしていただくようになっていますので、

なるだけ５市５町の負担が少なくなるようにというのは、最初の上下分離の枠

組みの中でちゃんと検討している状況です。  

 以上です。  

医療保険課長  議長。  

中島議長  小西医療保険課長。  

医療保険課長  西澤議員の質疑にお答えさせていただきます。  

 現在１３段階で上げさせていただいておりまして、介護保険料につきまして

は、令和８年度が第９期介護保険事業計画の最終年度となっております。第１０

期の計画につきましては、８年度の間に計画の見直し等をさせていただいてい

くところではございますが、８年度の当初予算を計上させていただいておりま

して、予算上ではありますが、介護保険事業の基金につきましては、８年度の当

初予算後の残高につきましては、４３０万７ ,６７６円という形となっておりま

す。６年度、３ ,０００万少しございました基金におきましても、当初予算後の

基金残高につきましてはこちらの方になっておりますので、おっしゃいますよ

うに、やはり予防というところが大事なってまいります。こちらにつきましては、

今、既存のございます保健福祉課が実施しております高齢者福祉施策、また、当

課が、地域包括支援センターが実施しております高齢者福祉施策等を勘案しな

がら、介護予防に努めていきながら、給付費の減額を進められるように財政運営

してまいりたいと考えております。  

 以上でございます。  

中島議長  ほかに質疑はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって質疑を終結いたします。  

 お諮りいたします。  

 会議規則第３９条の規定により、議第２５号令和８年度豊郷町一般会計予算

を予算決算常任委員会に、議第２６号令和８年度豊郷町国民健康保険事業特別
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会計予算及び議第２７号令和８年度豊郷町介護保険事業特別会計予算ならびに

議第２８号令和８年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計予算を文教民生常任

委員会に、議第２９号令和８年度豊郷町水道事業会計予算、議第３０号令和８年

度豊郷町下水道事業会計予算を総務産業建設常任委員会に付託いたしたいと思

います。  

 これにご異議ございませんか。  

議  員  異議なし。  

中島議長  異議なしと認めます。よって、議第２５号は予算決算常任委員会に、議第２６

号、議第２７号、議第２８号を文教民生常任委員会に、議第２９号、議第３０号

を総務産業建設常任委員会に付託することに決しました。ご審議のほどよろし

くお願いいたします。  

 日程第３２、発議第１号豊郷町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正

する条例案を議題といたします。  

 河合勇議員、提案理由の説明を求めます。  

河合議員  議長。  

中島議長  河合議員。  

河合議員  それでは、議会議員定数削減の提案理由を述べます。  

 私の議員定数削減に対する発言はこれで９回目となりますかね。冒頭に一言

言っておきたいことが私はあります。以前からの、この河合勇が提案する案件に

賛成するなと、ある者から指示が出されたとのうわさは、以前から私の耳に聞こ

えていました。この中にも聞いている者がいるかもしれませんが、そこで、議員

定数削減の説明をいたします。  

 提案をした当初、賛同者は０という非常に残念な結果を受けました。私自身の

信念に基づいて、議員改革を訴えて提案してきました。令和７年１２月の定例会

では、西山一男議員、辻󠄀本勇議員、西澤博一議員、村岸善一議員の賛同を得まし

た。賛成された方々は、自身の政治的信念に基づいて判断されたのでしょうと思

います。議員定数は、民主主義及び地方自治の根幹をなす、重要な機能を果たす

ものであります。私は単なる報酬や経費削減の観点から提案しているものでは

ありません。議会の団体意思決定、政策立案能力、行政監視の各機能を最大限に

発揮するのは、議会を構成する議員の使命でありますが、現状に甘んじていませ

んか。おのおのの議員が、多様な町民の意見を反映するための議員活動をされて

いますか。このことが投票率に表れているのだと私は思います。議員は危機感、

問題意識を持つ必要があります。私は警鐘を鳴らしているものであります。  

 さて、各町のホームページで公表されている直近の人口を見てみますと、愛荘
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町の人口は２０ ,８７９人、多賀町の人口は７ ,２４２人、甲良町の人口

は６ ,２９７人、わが豊郷町の人口は７ ,０４９人だと、２月２７日時点での各町

のホームページに公表されていました。仮に３町の人口を議員定数で単純に除

して、議員１人当たりが町民の声を聞く必要のある人数とするならば、愛荘町

で１ ,７３９ .９人、多賀町で７２４ .２人、甲良町で６２９ .７人となります。わが

豊郷町というと５８７ .４人となります。愛荘町の議員定数は知っているとお

り１２人であります。多賀町、甲良町の議員定数はどちらも１０人であります。

そう単純ではないとは十分分かっていますが、これはあくまでも単純に比較し

た話ではあります。人数の多い順で、愛荘町、多賀町、甲良町の順となり、これ

は危機感を持って多様な住民の声を反映しようとした姿勢がうかがえるもので

はないでしょうか。愛荘町、多賀町、甲良町は既に議員定数削減をされておりま

す。苦渋の選択として、自らの決意により議員定数を削減することによって、議

員一人ひとりの意識改革を狙ってのことだと私は思っております。その結果、多

賀町、甲良町の直近の選挙の投票率を見ますと、多賀町で６６ .９７％、甲良町

で７７ .１１％、本町、豊郷町というと６０ .６６％であります。定数を削減した２

町の議会議員選挙が投票率で上回っています。当然でしょう。おのおのの議員が

危機感を持ったことが、議員活動の活性化を助長したからではないでしょうか。

これが私の言う、議員の資質の１つだということです。もっと現実を見る必要が

あると言っているのです。令和５年の本町の議員選挙では、定数に対してプラ

ス１の立候補でありました。辛うじて無投票を回避している状況でしかないと

いうことです。私は議会議員選挙の無投票は、議会への不信任と捉えるべきだと

思っております。昨年の１２月議会、ある議員は、全国町村議会議長会が言って

いるとの討論を行いました。が、しかし、本町の人口規模や歴史、多様性といっ

ても異なることを理解しなければなりません。一方で、同規模ぐらいの人口規模

である近隣町の選挙における投票率からも明らかに分かるように、議員定数を

削減した２町の方が、本町と比べて投票率が高く、住民の関心が高まっていると

いうことにはほかなりません。さらに言えば、全国に多く存在する何万人という

人口の規模の町と七、八千人の人口規模の町と、同じ町政であっても一緒にする

のはベースに違いがあります。全国では、令和５年４月までの４年間に、無投票

となった町村は全体の４分の１を超えており、無投票を辛うじて回避した町村

を加えると、全体の約６割となります。これは、現時点で無投票になっていない

町村においても、近い将来に無投票、定数割れとなる可能性が低くないことを示

唆し、行政機関である組織の意思決定を１人のトップが全責任を負う首長と対

照的に、合議体である議会は住民の多様性を求められ、選挙を通じて年齢、性別、
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職業等により、偏りのない多様な議員で構成される必要があり、議会が危機感、

問題意識を持つ必要があるとしています。全国町村議会議長会は、議員報酬と関

連づけた考え方や、定数削減の問題について、調査結果だけで、調査だけで言え

ば、議員定数を考える際、住民の多様性を反映させる観点と合議体として十分に

検討、討論できる人数を確保する観点が必要であることについては、憂慮すべき

要素や、理想的な定数の姿を論理するには弱いとも公表されています。すなわち

議会ごとに事情が異なることから、各議会において判断すべきものであるとい

うことであります。  

 私は、ここで声を大にして言いたいことは、議員は各地域から選出された議員

で構成されることが最も望ましく、多様な人材の確保につながるのではないか

と私は思っております。今、豊郷町はなぜできないのか。先立っての議会だより

で、今村氏からの反対討論が載っておりました。１２月の定例会において、今、

豊郷町議会がやるべきことは、町民の皆さんの中にいる多様な人材が議員にな

るための環境整備と低額な議員報酬の引上げなどというようなところが書かれ

ました。皆さん思っていますよね。これを行うには議員定数を削減し、その分の

議員報酬の引上げの財源とすれば、即可能でありますが、賛成をしてはどうです

か。ある町民さんは、恥やなあと。恥でみや。その地域の方はよく分かっており

ます。言葉だけで。なぜか分かりますか。今本町は定数１２人であります。これ

以上は言いません。地域の方もよくご存じです。選挙権の持っておられる方はご

存じですよ、言わなくても。だから、私は議員削減を訴えているのであります。

将来の豊郷町がさらなる発展をしていくには、有権者の方々に願ってやまない。

私は非常に残念に思います。これまで申し上げたことを含めて、危惧をしている

からこそ、議員改革を訴えております。以前から私が言ってきたことであります

が、議会改革をする前に、まずは議員改革をすべきであります。身を切る改革と

して議員定数削減に賛同し、正々堂々住民の皆さんの民意と信託に応えたらい

かがですか。そして、さらなる議員の資質の向上、町民の福祉の向上、目指す必

要があるということを述べて、提案理由といたします。私は私の信念に従って、

議員定数削減の提案をし続けます。どうか皆さん自分自身を考えて、賛同すれば

どうでしょうかと思います。  

中島議長  これより質疑を行います。質疑はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようでありますから、これをもって質疑を終結いたします。  

 これより発議第１号に対する討論を行います。討論ありませんか。  

本田議員  はい、反対討論。  
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中島議長  討論の申出があります。これより討論に入ります。  

 まず、本件に対する反対討論の発言を許します。  

本田議員  はい。  

中島議長  本田議員。  

本田議員  私は、議員定数の削減に強く反対いたします。  

 私は３年前、定数３名の補欠選挙、これは無投票でしたが、その半年後の本選

挙を経て町議会議員となりました。本選挙では、定数１２名に対し１３名が立候

補するという激戦の中、最下位の１２位で当選させていただきました。この最下

位当選という事実は、私にとって大きな意味を持っています。もし定数が１名で

も少なければ、私に託された有権者の声は議会に届かなかったということだか

らです。議員となって以来、私は毎朝の小学校の登校見守りを欠かさず続け、子

どもたちの安全を確保しながら、地域の実情を肌で感じてまいりました。また、

議会活動においては、予期せず議会広報常任委員会の委員長を引き継ぐことと

なりましたが、委員の皆様と協力し、２年間にわたり、議会広報を欠かさず発行

してまいりました。さらに、私は全ての議会で一般質問を行っています。家庭を

訪問して、住民の皆様と対話し、切実な要望を文章化して、議会を届ける。そし

て議会広報を本田淸春町政レポートとして発行し、活動を可視化してまいりま

した。読者からは、議会が身近になったという声を頂いております。定数削減を

減らすということは、こうした住民と議会の接点を物理的に減らすことにほか

なりません。特に私のようにぎりぎりで当選した議員がすくい上げている小さ

な声や多様な意見が真っ先に切り捨てられるということになります。選挙の際、

多くの議員が、住民の皆様の声を議会に届けると訴えて支持を得たはずです。そ

の役割を自ら放棄し、住民の声を届ける担い手を減らそうとする定数削減には

断固として反対の意思を表明いたします。  

 以上です。  

中島議長  ほかに討論はありませんか。  

議  員  なし。  

中島議長  ないようですから、これをもって討論を終結いたします。  

 これより、発議第１号豊郷町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正す

る条例案を採決いたします。  

 賛成の諸君は起立願います。  

議  員  （起立、少数） 

中島議長  起立少数であります。よって、発議第１号は否決されました。  

 今期定例会において、本日までに受理した請願は、お手元に配付の請願文書表
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のとおりであります。  

 日程第３３、請願第１号「治安維持法犠牲者国家賠償法」（仮称）の制定を求

める請願を議題といたします。  

 ただいま議題となっています請願第１号は、議会規則第９２号の規定により、

総務産業建設常任委員会に付託することにいたしました。ご審議のほどよろし

くお願いいたします。  

 日程第３４、発議第２号議員派遣の件を議題といたします。  

 お諮りいたします。  

 議員派遣の件については、お手元に配付したとおり派遣することにいたした

いと思います。  

 ご異議ございませんか。  

議  員  異議なし。  

中島議長  異議なしと認めます。したがって、発議第２号は、議員派遣の件は、お手元に

配付しましたとおり派遣することに決定いたしました。  

 以上をもって、本日の日程は全て終了いたしました。  

 本日、定例会会期中日程は、皆様に配付しました日程表により審議されるよう

よろしくお願いいたします。  

 本日はこれをもって散会いたします。ご苦労さまでした。  

（午後０時２６分 散会）  

 


